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研究要旨 

口腔の２大疾患である齲蝕および歯周病のリスク要因は、他の生活習慣病と共通するも

のが多いため、歯科単独の保健指導よりも他の生活習慣病対策と協働したCommon Risk 

Factor Approachが有効であるとされている。しかし、現在の我が国の生活習慣病対策の柱

として推進されている特定健診・特定保健指導では、歯科関連プログラムは組み込まれて

いない。そこで本分担研究では、歯科関連プログラムを特定健診・特定保健指導への導入

の可能性を探るために、①歯科疾患と生活習慣病（特にメタボリックシンドローム）の共

通リスク要因、②歯科疾患と健康行動、メタボリックシンドロームとの関連に関する文献

レビューを行った。なお、本レビューでは歯科疾患と他の生活習慣病のリスク要因として、

共通性が高い食事（アルコールを含む）に注目した。まず、レビューの内容ごとに国内誌

および国外誌の文献データベース（医中誌およびMedline）を用いた検索を行い、各論文を

精査し、本研究の目的に合致する基準を満たした報告を抽出した。 

特定保健指導で求められる禁煙、節酒については、歯科保健指導上も有効と考えられる

強いエビデンスがあった。食事指導においても、野菜摂取量の増加には強いエビデンスが

あり、高食物繊維・低脂肪食、牛乳・乳製品に中等度のエビデンスがあった。しかし、間

食や菓子、砂糖摂取についての研究は無かった。歯周病そのものにも、メタボリックシン

ドローム及びその構成因子、あるいは循環器疾患との関連を認める報告が複数あり、歯科

保健を進めることが有効とする強いエビデンスがあった。歯科保健を特定健診・保健指導

と一体的に進めることには、有効と考えるに十分なエビデンスがあった。 

 

Ａ．研究目的 
 齲蝕や歯周病をはじめとする歯科疾患は、

食事や口腔内衛生、アルコールや喫煙、ス

トレスが原因と考えられており 1,2、これら

は他の生活習慣病のリスク要因としても共

通している。また近年の研究成果から、歯

周疾患と循環器疾患、糖尿病などの生活習

慣病をはじめとする全身疾患との関連が明

らかにされつつある 3。そのため、歯科単独

の保健指導より共通のリスク要因に注目し
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た Common Risk Factor Approach4が歯科

疾患および生活習慣病の両対策を効果的か

つ効率的に推進していくことが可能である

と考えられる。しかし、2 大歯科疾患であ

る齲蝕や歯周病は生活習慣病として位置づ

けられているものの、現在の我が国の生活

習慣病対策の柱として推進されている特定

健診・特定保健指導では、歯科関連プログ

ラムは組み込まれていない。そこで本分担

研究では、歯科関連プログラムの特定健

診・特定保健指導への導入可能性を探るた

めに、歯科疾患と生活習慣病に共通するリ

スク要因ならびに歯科とメタボリックシン

ドロームとの関連に関する知見を得るため

に、国内で行われた研究を系統的・網羅的

に収集し、現時点での科学的根拠を整理す

ることを目的とした。 
 
 
Ｂ．方法 
Ｂ-１. 文献の抽出 
 成人を対象に国内で実施された①歯科疾

患と食事、②歯科と健康行動、③歯科とメ

タボリックシンドロームとの関係に関する

知見を得るために、2015 年 2 月中旬までに

国内外の学術雑誌に収載されている論文を

対象に検索を行った。国外誌に掲載された

論文の抽出には Medline（PubMed）を、

国内誌に掲載された論文の抽出には医学中

央雑誌（医中誌 web）を用いた。 

データベースを用いた文献検索のために、

本研究の目的に関連するキーワードを組み

合わせて検索式を作成した（表 1）。この検

索式に該当した論文の表題および抄録を精

査し、予め設定していた採択基準および除

外基準（表２）に基づき、論文を抽出した。

さらに、これらの文献の参考文献リストか

ら採択基準を満たす論文を選択し、最終的

に検討対象となる文献を得た。なお、各内

容の文献抽出数は、表１のとおりである。 

 

Ｂ-２. 検討方法 
 内容ごとに抽出した論文について、各研

究の概要として、対象者の特性、研究デザ

インおよび主な結果を報告年順にまとめた。 
 
  
Ｃ．結果 
Ｃ-１. 歯科疾患と栄養素・食品摂取状況と

の関連を検討した研究の概要（表３） 
 成人を対象に歯科疾患（口腔内状態を含

む）と栄養素・食品摂取状況との関連を検

討した研究の報告は 27 件（国外誌 23 件、

国内誌 4 件）であった。年齢は、70 歳以上

を対象とした研究が約半数（13 件）を占め

ていた。研究デザインは、横断研究が 21 件、

前向きコホート研究（追跡期間 1 年～6 年）

が 5 件、そして介入研究が 1 件であった。

主な歯科変数は、歯周病（11 件）が最も多

く、続いて歯の喪失および歯数（9 件）、噛

み合わせ・咬合力（8 件）、口腔状態（2 件）、

そして齲蝕（1 件）であった。研究の動向

として、2010 年までは歯数や歯の喪失を扱

う研究が多かったが、それ以降は歯周病、

咬合力や咀嚼などの口腔機能に注目した研

究が増加している傾向がみられた。一方、

食事変数は、野菜、果物、穀類、飲料など

の食品摂取量やビタミン、ミネラル類など

の栄養素摂取量が注目されていた。これら

の食品・栄養素摂取状況の評価には、食事

歴法質問票（11 件）、食物摂取頻度調査票

（8 件）、その他の質問票（3 件）、食事記録

法（5 件）が用いられていた。 
 １件の介入研究では、高食物繊維・低脂

肪食を 8 週間摂取した結果、歯周病の進行

が抑制され、その後 24 週間維持された。５
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件の前向きコホート研究では、歯周病・齲

蝕の進行に対して、飽和脂肪酸（1 件）、

n-6/n-3 比（1 件）、穀類・種実・砂糖・菓

子類（1 件）が促進する方向に、ＤＨＡ（1
件）、牛乳・乳製品（1 件）、野菜（２件）、

果物（1 件）、ビタミンＣ（1 件）、ビタミン

Ｅ（1 件）、β‐カロテン（1 件）が抑制す

る方向に寄与していた。 
 横断研究では、歯周病の罹患と正の関連

を示した食事要因は、コーヒー（2 件）、ア

ルコール、負の関連を示した食事要因は、

野菜（2 件）、緑茶（2 件）、カルシウム、ビ

タミン C、乳製品、葉酸、マグネシウムで

あった。咬合力、咀嚼能力や歯数の低下は、

野菜摂取量の減少と関係していることが多

くの研究（9 件）で共通して報告されてい

た。また魚介類、果物類の摂取量が少ない

ことも報告されていた。一方、菓子や飲料

の摂取量と負の関連を報告している研究が

4 件あった。 
 
Ｃ-２. 間食とメタボリックシンドロームと

の関連を検討した研究の概要（表４） 
 高砂糖摂取は、齲蝕の主要リスク要因で

あり、さらに肥満や生活習慣病リスクにも

関係していることが海外の研究から多数報

告されている 5。日本では、砂糖に関する食

品成分表が十分に整っていないため、現在

の日本人の砂糖摂取量の推計や歯科疾患、

生活習慣病との関連を検討することが難し

いのが現状である。現在の特定健診・特定

保健指導に間食の項目が盛り込まれている

こと、前述のレビュー結果からも口腔機能

との間に負の関連が認められていたことを

踏まえ、砂糖摂取量に大きく寄与すると考

えられる食品として清涼飲料水と菓子に注

目し、メタボリックシンドロームとの関連

を検討した研究のレビューを行った。抽出

された研究は横断研究 1 件、前向きコホー

ト研究（追跡期間 5～18 年）3 件の合計 4
件（うち国内誌 1 件）であった。抽出され

たすべての報告が清涼飲料水に注目してお

り、菓子との関係を調べた研究は見当たら

なかった。清涼飲料水との関連を見たアウ

トカムは、糖尿病の発症（2 件）、メタボリ

ックシンドローム関連要因（1 件）、循環器

疾患発症（1 件）であった。

糖尿病の発症との関連については、女性

のみ清涼飲料水の摂取量が多いほど 5 年後、

10 年後の発症リスクが高く、一方男性では

関連が見られなかった。富山県の男性企業

従業員を対象とした研究では、カロリーオ

フ飲料の摂取量と糖尿病発症リスクとの正

の関連が認められ、清涼飲料水との間には

関連が見られなかった。しかし、清涼飲料

水を多く飲む者はベースライン時で BMI、
空腹時インスリン濃度、HOMA-IR が有意に

高く、一方 HDL コレステロールが低いこと

が報告されている。この傾向は、愛知県内

自治体職員を対象とした横断研究の結果と

も一致していた。循環器疾患との関連につ

いては、女性において清涼飲料水の高摂取

群において脳梗塞の発症リスクが高い傾向

が認められたが、男性では認められなかっ

た。また出血性脳出血、虚血性心疾患の発

症と清涼飲料水との関連は認められなかっ

た。

 

Ｃ-３.歯科関連健康行動とメタボリックシ

ンドローム（表５） 
歯科関連行動とメタボリックシンドロー

ムとの関連を検討した研究の報告は 8 件

（国外誌３件、国内誌 5 件）であった。研

究デザインは、横断研究が 6 件、コホート

研究（追跡期間 3 年）が 1 件、介入研究 1
件そして生態学的研究が 1 件であった。主
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な歯科変数は、歯磨き（6 件）が最も多く、

そして歯科保健事業（1 件）であった。 
 歯磨きとの関連では、生活習慣病要因と

なりえる検査値及び罹患との関連が検討さ

れていた。歯磨き習慣有無及び回数と、メ

タボリックシンドローム罹患率・発症率（1
件）、BMI≧25kg/m²（1 件）、糖尿病、高

血圧、脂質異常症罹患（1 件）の関連が報

告されていた。歯磨き習慣の有及び１日３

回の歯磨き習慣は、生活習慣病発症リスク

を下げていることが認められた。また、歯

磨き回数と健康行動（1 件）に関する報告

もあった。歯科保健事業（1 件）について

は、メタボリックシンドローム関連医療費

を有意に減少させたという報告があった。 

Ｃ-３.歯周病疾患とメタボリックシンドロ

ーム（表６） 
 歯周病疾患とメタボリックシンドローム

との関連を検討した研究の報告は 20 件（国

外誌 7 件、国内誌 13 件）であった。研究デ

ザインは、横断研究が 16 件、コホート研究

（追跡期間 3 年）が 3 件、そして介入研究

が 1 件であった。主な歯科変数は、歯周病

有無（5 件）地域歯周疾患指数（CPI）（5
件）歯肉溝浸出溜液（GCF）（２件）歯周病

スコア（１件）プローピングの深さ（２件）

歯周ポケットの深さ（１件）プローピング

時の出血率（２件）等であった。 
 歯周病疾患との関連では、心疾患をはじ

め、生活習慣病要因との関連が検討されて

いた。心疾患患者では、CPI 及び歯周病ス

コアーが発症リスク因子であることが認め

られていた。また、CPI と、肥満、空腹時

血糖値、血圧の正の関連も報告されていた。

GCF は、腹囲、血糖値、メタボリックシン

ドロームとの正の関連が報告されていた。  
 歯周病と肥満の関連については、歯周状

態改善後の集団の研究においても強い正の

関連性が見られたことから、直接的な関連

が示唆する報告があった。 
 
Ｃ-３.歯数とメタボリックシンドローム（表

７） 
前に記した「歯周病」は、歯を失う主な

原因の１つである。そのため、歯周疾患と

合わせて、歯数とメタボリックシンドロー

ムとの正の関連について報告する研究が多

かった。

歯数とメタボリックシンドロームとの関

連を検討した研究の報告は７報（国外誌 2
件、国内誌 5 件）であった。研究デザイン

は、横断研究が 6 件、コホート研究（追跡

期間 8～10 年）が 1 件であった。主な歯科

変数は、残存歯数（3 件）が最も多く、そ

して欠損（損失）歯数（2 件）歯の喪失リ

スク（1 件）歯の損失経験（1 件）であった。

残存歯数及び欠損歯数と心疾患、生活習

慣病関連指標との関連が検討されていた。

心臓血管疾患者では、残存指数が有意に少

なく、「損失歯数５本以上」に対する高いオ

ッズ比が報告されていた。肥満群では、欠

損歯数が有意に多く、残存歯数が有意に少

ないことが報告されていた。また、残存歯

数と HDL コレステロール及び BMI との正

の相関が認められた。

 
 

Ｄ．考察 
多くの断面調査と幾つかの追跡調査、非

無作為化介入試験が行われており、

Common Risk Factor Approach が効果的

であるという仮説を支持する方向だった。

特定保健指導で求められる禁煙、節酒につ

いては、歯科保健指導上も有効と考えられ

る強いエビデンスがあった。食事指導にお

いても、野菜摂取量の増加には強いエビデ
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ンスがあり、高食物繊維・低脂肪食、牛乳・

乳製品に中等度のエビデンスがあった。し

かし、間食や菓子、砂糖摂取についての研

究は無かった。 
歯周病そのものにも、メタボリックシン

ドローム及びその構成因子、あるいは循環

器疾患との関連を認める報告が複数あり、

歯科保健を進めることが有効とする強いエ

ビデンスがあった。 
 
 
Ｅ．結論 
 歯科保健を特定健診・保健指導と一体的

に進めることには、有効と考えるに十分な

エビデンスがあった。 
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内
誌
）

 
((食

事
O

R
食
品

O
R
栄
養
素

) A
N

D
 (摂

取
)) 

AN
D

 (歯
O

R 
歯
数

O
R 

喪
失

O
R
歯
周
病

O
R
虫
歯

O
R
咬
合
力

) 
医
中
誌

 
52

9
4 

Ja
pa

ne
se

) 

・
間
食
と
生
活
習
慣
病
と
の
関
連

（
海
外
誌
）

 
(((

su
ga

r O
R 

"s
w

ee
ts

" O
R 

"c
on

fe
ct

io
na

ry
" O

R 
"b

ev
er

ag
e"

 O
R 

”s
of

t d
ri

nk
”) 

AN
D

 (i
nt

ak
e 

O
R 

co
ns

um
pt

io
n)

) O
R 

"b
et

w
ee

n 
m

ea
ls

") 
AN

D
 ("

m
et

ab
ol

ic
 

sy
nd

ro
m

e"
 O

R 
"c

ar
di

ov
as

cu
la

r d
is

ea
se

" O
R 

"d
ia

be
te

s"
 O

R 
ob

es
ity

) A
N

D
 

(J
ap

an
 O

R 
Ja

pa
ne

se
) 

M
ed

lin
e

88
2

3 
(((

su
ga

r O
R 

"s
w

ee
ts

" O
R 

"c
on

fe
ct

io
na

ry
" O

R 
"b

ev
er

ag
e"

 O
R 

”s
of

t d
ri

nk
”) 

・
間
食
と
生
活
習
慣
病
と
の
関
連

（
国
内
誌
）

 
(菓

子
O

R
甘
味
飲
料

O
R
清
涼
飲
料
水

O
R
間
食

) A
N

D
 (生

活
習
慣

or
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム

or
肥
満

or
高
血
糖

or
高
血
圧

or
脂
質
異
常
症
）

 
医
中
誌

 
29

1
1 

(J
ap

an
 O

R 
Ja

pa
ne

se
) 

・
歯
科
関
連
行
動
と
生
活
習
慣
病

と
の
関
連
（
海

外
誌
）

 
("t

ee
th

 b
ru

sh
in

g"
 O

R 
"o

ra
l c

ar
e"

 O
R 

"d
en

ta
l c

ar
e"

 O
R 

"o
ra

l h
ea

lth
 b

eh
av

io
r"

) 
AN

D
 ("

m
et

ab
ol

ic
 sy

nd
ro

m
e"

 O
R 

"c
ar

di
ov

as
cu

la
r d

is
ea

se
" O

R 
"d

ia
be

te
s"

 O
R 

ob
es

ity
) A

N
D

 (J
ap

an
 O

R 
Ja

pa
ne

se
) 

M
ed

lin
e

27
3 

("t
ee

th
 b

ru
sh

in
g"

 O
R 

"o
ra

l c
ar

e"
 O

R 
"d

en
ta

l c
ar

e"
 O

R 
"o

ra
l h

ea
lth

 b
eh

av
io

r"
) 

・
歯
科
関
連
行
動
と
生
活
習
慣
病

と
の
関
連
（
国

内
誌
）

 
（
歯
磨
き

or
口
腔
ケ
ア
―

or
歯
援

or
歯
科
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

an
d 

(生
活
習
慣

or
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

or
肥
満

or
高
血
糖

or
高
血
圧

or
脂
質
異
常
症
）

 
医
中
誌

 
10

7
5 

ob
es

ity
) A

N
D

 (J
ap

an
 O

R 
Ja

pa
ne

se
) 

・
歯
周
疾
患
と
生
活
習
慣
病

 
（
歯
周
疾
患

or
歯
周
病

or
 歯

周
病
予
備
軍
）

an
d 

(生
活
習
慣

or
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム

or
肥
満

or
高
血
糖

or
高
血
圧

or
脂
質
異
常

 
医
中
誌

 
15

5
20

 

・
歯
の
本
数
と
生
活
習
慣
病

 
（
現
在
歯
数
 

or
 残

存
歯
数
）

an
d 

(生
活
習
慣

or
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム

or
肥

満
or

高
血

糖
or

高
血
圧

or
脂
質
異
常
症
）

 
医
中
誌

 
8

7 
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表
２

．
レ
ビ
ュ
ー
の
採
択
基
準

 
項
目

 
採
択
基
準

 
除

外
基
準

 
対
象
期
間

 
～

20
15

年
2
月

15
日
ま
で

 
実
施
場
所

 
日
本
国
内

 
論
文
言
語

 
日
本
語
（
国
内
誌
）
、
英
語
（
国
外
誌
）

 
左
記
以
外

 
論
文
の
種
類

 
原
著
論
文
（
査
読
あ
り
）

 
原
著
（
査
読
な
し
）
、
学
会
抄
録
、
会
議
録
、
商
業
誌

 
対
象
者

 
日
本
人
、

20
歳
以
上
の
成
人

 
子
ど
も
、

20
歳
未
満
の
大
学
生
、
日
系
人
、
患
者

 
研
究
デ
ザ
イ
ン

 
観
察
疫
学
研
究
、
無
作
為
割
付
比
較
試
験
、
非
無
作
為
割
付
比
較
試
験
、
前
後
比
較

 
事
例
報
告
、
レ
ビ
ュ
ー

 
ア
ウ
ト
カ
ム

 
・
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
指
標
を
用
い
て
結
果
を
示
し
て
い
る
。

 
・
表

1
に
示
し
た
内
容
の

関
連
に
つ
い
て
統
計
学
的
手
法
を
用
い
て
検
討
し
て
い
る

 
生
活
習
慣
病
以
外
の
疾
患
お
よ
び
関
連
マ
ー
カ
ー
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表
3.

 日
本

人
成

人
（

20
歳

以
上

）
を

対
象

に
行

わ
れ

た
歯

科
疾

患
と

栄
養

素
・

食
品

摂
取

状
況

と
の

関
連

を
調

べ
た

研
究

特
性

性
別

年
齢

人
数

1
Ta

na
ka

 e
t a

l. 
(2

01
4)

女
性

31
.5

歳
11

62
名

D
H

Q
カ

ル
シ

ウ
ム

歯
周

病
罹

患
：

Q
1

1.
00

Q
2

0.
66

 (0
.3

8,
 1

.1
3）

Q
3

0.
92

 (0
.5

5,
 1

.5
2)

Q
4

0.
53

 (0
.3

0,
 0

.9
4)

2
Iw

as
ak

i e
t a

l. 
(2

01
4)

男
女

80
歳

35
3名

横
断

研
究

BD
H

Q
13

栄
養

素
、

7食
品

群

3
Ko

nd
o 

et
 a

l. 
(2

01
4)

男
女

35
-6

0歳
17

名
介

入
研

究
7日

間
食

事
記

録

4
In

om
at

a 
et

 a
l. 

(2
01

4)
男

女
69

-7
1歳

75
7名

横
断

研
究

BD
H

Q
栄

養
素

、
食

品
群

咬
合

力
：

Pr
es

su
re

-s
en

si
tiv

e 
sh

ee
t

5
濱

嵜
ら

. (
20

14
)

男
女

81
.5

歳
82

名
横

断
研

究
FF

Q
栄

養
素

、
食

品
群

6
Ki

m
ur

a 
et

 a
l. 

(2
01

3)
男

女
75

歳
以

上
26

9名
横

断
研

究
FD

SK
-1

1
食

事
の

多
様

性
C

he
w

in
g 

ab
ilit

y：
（

11
食

品
）

7
Iw

as
ak

i e
t a

l. 
(2

01
３

)
男

女
70

歳
以

上
26

4名
前

向
き

コ
ホ

ー
ト

(追
跡

期
間

：
2年

)
BD

H
Q

ビ
タ

ミ
ン

C
0.

72
 (0

.5
6,

 0
.9

3)
ビ

タ
ミ

ン
E

0.
55

 (0
.4

2,
 0

.7
2)

β-
カ

ロ
テ

ン
0.

73
 (0

.5
6,

 0
.9

5)
野

菜
0.

68
 (0

.5
2,

 0
.8

8)
果

物
0.

74
 (0

.5
7,

 0
.9

5)
8

竹
村

ら
. (

20
13

)
男

女
50

-7
9歳

17
60

名
横

断
研

究
質

問
票

咀
嚼

能
力

関
連

因
子

：

（
次

ペ
ー

ジ
に

続
く

）

N
o.

著
者

（
年

）
研

究
デ

ザ
イ

ン
食

事
調

査
法

食
事

変
数

対
象

者
主

な
結

果

九
州

・
沖

縄
地

方
に

居
住

す
る

産
後

1か
月

か
ら

12
か

月
の

女
性

横
断

研
究

新
潟

市
在

住
の

80
歳

、
高

齢
者

後
方

歯
の

噛
み

合
わ

せ
(P

O
P)

後
方

歯
の

噛
み

合
わ

せ
ペ

ア
で

4群
に

分
類

。
G

oo
d 

de
nt

iti
on

 (P
O

P=
8)

群
と

比
較

し
て

、
ill-

fit
tin

g 
de

nt
ur

e群
お

よ
び

co
m

pr
om

is
ed

 d
en

tit
io

n群
は

、
検

討
し

た
ほ

と
ん

ど
の

栄
養

素
の

摂
取

量
が

少
な

い
。

食
品

群
で

は
、

魚
介

類
、

野
菜

類
の

摂
取

量
も

低
い

。

歯
科

変
数

カ
ル

シ
ウ

ム
摂

取
量

に
よ

っ
て

4分
位

に
分

類
し

た
場

合
の

最
小

摂
取

群
に

対
す

る
各

群
に

お
け

る
歯

周
病

の
相

対
リ

ス
ク

 [O
R

 (9
5%

 C
I)]

PP
D

が
4.

0㎜
以

上
の

歯
を

1つ
以

上
も

つ
場

合
。

高
槻

市
の

会
社

員
で

、
BM

I ≧
25

 k
g/

m
2あ

る
い

は
75

gO
G

TT
2時

間
値

≧1
20

m
g/

dl
の

者

高
食

物
繊

維
、

低
脂

肪
の

食
事

を
1日

3食
8週

間
提

供
歯

周
疾

患
マ

ー
カ

ー
：

PD
, C

AL
, B

O
P,

 G
C

F
PD

, C
AL

, B
O

P,
 G

C
Fは

、
8週

間
後

の
テ

ス
ト

ミ
ー

ル
で

改
善

さ
れ

、
そ

の
後

24
週

間
も

維
持

さ
れ

た
。

一
方

、
体

重
、

H
bA

1ｃ
、

C
R

Pは
、

8週
間

後
の

テ
ス

ト
ミ

ー
ル

で
改

善
が

見
ら

れ
た

が
、

24
週

間
後

は
維

持
さ

れ
ず

、
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
時

に
戻

っ
た

。

東
京

都
お

よ
び

兵
庫

県
の

地
方

お
よ

び
都

市
部

に
居

住
す

る
高

齢
者

咬
合

力
の

違
い

（
3分

位
）

に
よ

っ
て

分
類

。
緑

黄
色

野
菜

、
そ

の
他

の
野

菜
類

、
ビ

タ
ミ

ン
A、

B6
、

葉
酸

、
ビ

タ
ミ

ン
C

、
食

物
繊

維
の

摂
取

量
に

群
間

差
が

認
め

ら
れ

、
最

大
咬

合
力

の
弱

い
者

の
摂

取
量

が
有

意
に

少
な

い
。

高
知

県
土

佐
市

在
住

の
高

齢
者

咀
嚼

能
力

（
カ

ラ
ー

チ
ャ

ー
ト

）
に

よ
っ

て
5群

に
分

類
。

咀
嚼

能
力

と
食

事
の

多
様

性
は

正
の

関
連

を
示

し
、

咀
嚼

能
力

が
低

い
者

は
豆

類
、

野
菜

類
、

海
藻

類
お

よ
び

ナ
ッ

ツ
類

の
摂

取
頻

度
が

少
な

い
。

C
ol

ou
r-c

ha
ng

ea
bl

e 
ch

ew
in

g
gu

m
新

潟
市

在
住

の
高

齢
者

食
事

変
数

を
3分

位
に

分
類

し
た

場
合

の
最

小
摂

取
群

に
対

す
る

最
大

摂
取

群
の

歯
周

病
進

行
の

相
対

リ
ス

ク
 [I

R
R

 (9
5%

 C
I)]

歯
周

病
の

進
行

：
C

AL
が

3m
m

以
上

増
加

し
た

歯
を

持
つ

場
合

。

抗
酸

化
栄

養
素

お
よ

び
野

菜
・

果
物

咬
合

支
持

を
喪

失
し

た
場

合
、

咬
合

支
持

の
あ

る
場

合
と

比
較

し
て

、
朝

食
欠

食
(O

R
=2

.2
4)

、
遅

い
夕

食
（

O
R

=1
.7

2)
、

夕
食

後
の

間
食

(O
R

=1
.6

6)
、

頻
回

の
間

食
(O

R
=2

.4
6)

、
甘

い
飲

料
(O

R
=2

.3
7)

の
食

行
動

を
有

す
る

リ
ス

ク
が

高
い

。
ま

た
他

の
咀

嚼
能

力
関

連
因

子
の

う
ち

、
機

能
歯

数
の

減
少

（
O

R
=1

.7
4）

、
最

大
咬

合
力

の
低

下
(O

R
=2

.0
5)

、
咀

嚼
能

率
の

低
下

(O
R

=1
.5

9）
が

あ
る

場
合

は
、

な
い

場
合

と
比

較
し

て
、

甘
い

飲
料

を
高

頻
度

に
摂

取
し

て
い

る
。

北
九

州
市

お
よ

び
近

隣
市

の
通

所
利

用
在

宅
高

齢
者

口
腔

内
状

況
：

プ
ラ

ー
ク

量
、

舌
の

色
、

舌
乳

頭
の

委
縮

、
舌

面
乾

燥
、

舌
苔

ス
コ

ア
、

舌
苔

の
厚

み
、

口
腔

乾
燥

感
、

歯
磨

き
回

数
、

舌
を

前
に

出
す

、
両

頬
の

ふ
く

ら
ま

し
、

歯
数

な
ど

各
歯

科
変

数
に

よ
っ

て
2群

に
分

類
し

、
間

食
と

し
て

の
パ

ン
摂

取
（

2群
：

食
べ

な
い

、
良

く
食

べ
る

）
、

加
工

食
品

の
使

用
（

2群
：

使
用

し
な

い
、

使
用

す
る

）
、

大
豆

製
品

摂
取

（
1日

1回
以

上
、

未
満

）
、

漬
物

（
毎

日
1食

以
上

、
未

満
）

お
よ

び
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
た

ん
ぱ

く
質

、
脂

質
、

炭
水

化
物

の
摂

取
量

を
比

較
。

プ
ラ

ー
ク

量
が

歯
面

の
1/

2以
上

、
舌

乳
頭

の
委

縮
有

、
両

頬
を

膨
ら

ま
せ

る
こ

と
が

で
き

な
い

、
食

べ
こ

ぼ
し

有
の

者
は

、
間

食
と

し
て

の
パ

ン
摂

取
が

多
い

。
歯

磨
き

回
数

が
少

な
い

者
（

1回
以

下
）

は
、

2回
以

上
の

者
と

比
較

し
て

、
脂

質
エ

ネ
ル

ギ
ー

比
が

少
な

く
、

一
方

、
炭

水
化

物
エ

ネ
ル

ギ
ー

比
率

が
高

い
。

大
阪

府
吹

田
市

在
住

の
高

齢
者

食
行

動
（

朝
食

欠
食

、
就

寝
2

時
間

前
の

夜
食

、
夕

食
後

の
間

食
、

間
食

、
甘

い
飲

料
日

に
3回

以
上

）

歯
科

変
数

を
独

立
変

数
、

食
行

動
変

数
を

従
属

変
数

と
し

た
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ッ
ク

回
帰

分
析

の
結

果
。

歯
周

病
（

C
PI

≧6
㎜

）
、

歯
数

(<
19

本
)、

咬
合

支
持

(E
ic

hn
er

分
類

B4
,C

1-
C

3）
、

最
大

咬
合

力
、

咀
嚼

能
率

（
各

四
分

位
値

未
満

）
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特
性

性
別

年
齢

人
数

9
Ka

ga
w

a 
et

 a
l. 

(2
01

2)
男

女
60

歳
以

上
15

35
名

横
断

研
究

FF
Q

歯
の

状
態

：

10
Iw

as
ak

i e
t a

l. 
(2

01
1)

男
女

70
歳

以
上

23
5名

前
向

き
コ

ホ
ー

ト
BD

H
Q

n-
3、

n-
6 

PU
FA

(追
跡

期
間

：
３

年
)

n-
6 

PU
FA

/n
-3

 P
U

FA
1.

29
 (1

.1
0,

 1
.5

1)
n-

3 
PU

FA
0.

88
 (0

.7
5,

 1
.0

3）
n-

6 
PU

FA
1.

10
 (0

.9
4,

 1
.2

8）
11

Iw
as

ak
i e

t a
l. 

(2
01

1)
男

女
75

歳
以

上
26

4名
前

向
き

コ
ホ

ー
ト

BD
H

Q
SF

A
(追

跡
期

間
：

1年
)

SF
A

1.
92

 (1
.1

9,
 3

.1
1)

12
Yo

sh
id

a 
et

 a
l. 

(2
01

1)
男

女
65

-8
5歳

18
2名

横
断

研
究

BD
H

Q
栄

養
素

、
食

品
群

噛
み

あ
わ

せ
Ei

ch
ne

r分
類

13
Ko

ya
m

a 
et

 a
l. 

(2
01

0)
男

女
40

-6
4歳

25
07

8名
横

断
研

究
FF

Q
歯

の
喪

失
：

男
性

　
　

　
　

　
　

  女
性

緑
茶

0.
77

 (0
.6

6,
 0

.8
9)

   
 0

.8
9 

(0
.7

8,
 1

.0
1)

ウ
ー

ロ
ン

茶
0.

85
 (0

.5
4,

 1
.3

3)
   

 0
.8

5 
(0

.6
0,

 1
.2

0)
コ

ー
ヒ

ー
1.

30
 (1

.1
0,

 1
.5

4)
   

 1
.2

8 
(1

.0
7,

 1
.5

2)
14

Iw
as

ak
i e

t a
l. 

(2
01

0)
男

女
74

歳
以

上
55

名
前

向
き

コ
ホ

ー
ト

3日
間

食
事

記
録

D
H

A,
 E

PA
(追

跡
期

間
：

5年
)

D
H

A
1.

49
 (1

.0
1,

 2
.2

1)
EP

A
1.

47
 (0

.9
7,

 2
.2

1)
15

Es
ak

i e
t a

l. 
(2

01
0)

男
女

18
歳

以
上

49
7名

横
断

研
究

1日
間

食
事

記
録

栄
養

素
歯

肉
出

血
：

16
W

ak
ai

 e
t a

l. 
(2

01
0)

男
女

52
.2

歳
20

36
6名

横
断

研
究

FF
Q

栄
養

素
、

食
品

群
歯

数
栄

養
素

　
負

の
関

連
炭

水
化

物
食

品
群

　
正

の
関

連
牛

乳
・

乳
製

品
、

野
菜

類
（

緑
黄

色
野

菜
）

　
負

の
関

連
め

し
、

菓
子

類
17

岩
崎

ら
. (

20
10

)
男

女
75

歳
34

9名
横

断
研

究
BD

H
Q

栄
養

素
、

食
品

群
咀

嚼
回

数
：

（
次

ペ
ー

ジ
に

続
く

）

食
事

変
数

を
独

立
変

数
、

歯
科

変
数

を
従

属
変

数
と

し
た

重
回

帰
分

析
の

結
果

。
葉

酸
摂

取
量

は
、

BO
Pと

負
の

関
連

（
β=

-0
.2

04
）

を
示

し
た

が
、

C
PI

と
は

関
連

が
見

ら
れ

な
か

っ
た

。
他

の
栄

養
素

に
つ

い
て

は
、

BO
Pお

よ
び

C
PI

と
関

連
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

BO
P、

C
PI

歯
数

（
5群

間
）

で
有

意
な

線
形

傾
向

が
認

め
ら

れ
た

栄
養

素
。

（
0、

1-
9本

、
10

-1
9本

、
20

-
24

本
、

25
-2

8本
）

新
潟

市
在

住
の

高
齢

者
せ

ん
べ

い
を

咀
嚼

し
、

初
回

嚥
下

ま
で

の
咀

嚼
回

数

咀
嚼

回
数

を
独

立
変

数
、

食
事

変
数

を
従

属
変

数
と

し
た

重
回

帰
分

析
の

結
果

。
咀

嚼
回

数
の

多
い

者
は

、
魚

介
類

、
乳

類
、

た
ん

ぱ
く

質
、

カ
ル

シ
ウ

ム
、

リ
ン

、
亜

鉛
、

ビ
タ

ミ
ン

D
、

ビ
タ

ミ
ン

B2
、

B6
、

B1
2、

パ
ン

ト
テ

ン
酸

、
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

の
摂

取
量

が
多

く
、

菓
子

類
の

摂
取

量
が

少
な

い
。

食
事

変
数

を
4群

(<
1、

1-
2、

3-
4、

≧５
杯

/日
）

に
分

類
し

た
場

合
の

最
小

摂
取

群
に

対
す

る
最

大
摂

取
群

の
残

存
歯

数
<2

0本
の

相
対

リ
ス

ク
 [O

R
 (9

5%
 C

I)]

歯
周

病
の

進
行

：
C

AL
が

3m
m

以
上

増
加

し
た

歯
を

持
つ

場
合

。

国
民

健
康

・
栄

養
調

査
北

海
道

地
域

参
加

者
の

う
ち

、
非

喫
煙

者
で

20
歯

以
上

有
す

る
者

LE
M

O
N

AD
E研

究
に

参
加

し
て

い
る

歯
科

医

食
事

変
数

を
3分

位
に

分
類

し
た

場
合

の
最

大
摂

取
群

に
対

す
る

最
小

摂
取

群
の

歯
周

病
進

行
の

相
対

リ
ス

ク
  [

IR
R

 (9
5%

 C
I)]

残
存

歯
数

を
自

己
申

告
（

0、
1-

9
本

、
10

-1
9本

、
20

-2
4本

、
25

-
27

本
、

28
本

）
（

第
3大

臼
歯

は
除

く
）

歯
周

病
の

進
行

：
C

AL
が

3m
m

以
上

増
加

し
た

歯
を

持
つ

場
合

。

新
潟

市
在

住
の

高
齢

者

魚
介

類
、

野
菜

・
果

物
自

然
歯

、
補

 綴
な

し
、

部
分

入
歯

、
総

義
歯

新
潟

市
在

住
の

高
齢

者

表
3.

 （
前

ペ
ー

ジ
か

ら
つ

づ
く

）
日

本
人

成
人

（
20

歳
以

上
）

を
対

象
に

行
わ

れ
た

歯
科

関
連

状
態

と
栄

養
素

・
食

品
摂

取
状

況
と

の
関

連
を

調
べ

た
研

究

食
事

変
数

を
3分

位
に

分
類

し
た

場
合

の
最

小
摂

取
群

に
対

す
る

最
大

摂
取

群
の

歯
周

病
進

行
の

相
対

リ
ス

ク
 [I

R
R

 (9
5%

 C
I)]

食
事

変
数

を
3分

位
に

分
類

し
た

場
合

の
最

小
摂

取
群

に
対

す
る

最
大

摂
取

群
の

歯
周

病
進

行
の

相
対

リ
ス

ク
 [R

R
 (9

5%
 C

I)]

歯
科

変
数

咀
嚼

力
に

よ
っ

て
3群

（
良

、
可

、
不

良
）

に
分

類
。

咀
嚼

力
の

低
さ

は
、

肉
、

緑
黄

色
野

菜
、

そ
の

他
の

野
菜

、
お

よ
び

果
物

の
不

足
と

関
連

あ
り

。

歯
周

病
の

進
行

：
C

AL
が

3m
m

以
上

増
加

し
た

歯
を

持
つ

場
合

。

主
な

結
果

大
阪

府
高

齢
市

民
大

学
参

加
者

歯
の

状
態

に
よ

っ
て

4群
（

自
然

歯
、

補
 綴

な
し

、
部

分
入

歯
、

総
義

歯
）

に
分

類
。

歯
の

状
態

と
、

魚
介

類
、

野
菜

、
果

物
類

の
不

足
と

の
関

連
は

な
し

。

研
究

デ
ザ

イ
ン

食
事

調
査

法
食

事
変

数
対

象
者

Ei
ch

ne
r分

類
に

よ
っ

て
2群

に
分

類
。

A1
群

と
比

較
し

て
、

Lo
st

 c
on

ta
ct

群
は

、
野

菜
類

、
食

物
繊

維
の

摂
取

量
が

有
意

に
少

な
い

の
に

対
し

、
菓

子
類

の
摂

取
量

は
有

意
に

多
い

。

京
都

府
立

医
大

の
健

康
セ

ミ
ナ

ー
に

自
主

参
加

し
た

高
齢

者

大
崎

コ
ホ

ー
ト

研
究

20
06

参
加

者

新
潟

市
在

住
の

高
齢

者

緑
茶

、
ウ

ー
ロ

ン
茶

、
コ

ー
ヒ

ー

咀
嚼

力
：

り
ん

ご
、

肉
、

せ
ん

べ
い

が
困

難
な

く
噛

め
る

か
自

己
申

告

N
o.

著
者

（
年

）
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特
性

性
別

年
齢

人
数

18
Yo

sh
ih

ar
a 

et
 a

l. 
(2

00
8)

男
女

70
歳

60
0名

前
向

き
コ

ホ
ー

ト
FF

Q
食

品
群

(追
跡

期
間

：
6年

)
　

　
　

　
歯

根
齲

蝕
の

数
牛

乳
・

乳
製

品
　

　
　

　
β=

-0
.1

4 
(9

5%
 C

I: 
-0

.2
0,

 -0
.0

7)
歯

周
病

の
発

症
　

　
　

　
歯

周
病

に
該

当
す

る
歯

の
数

　
C

AL
≧3

㎜
野

菜
　

　
　

　
β=

-0
.1

6 
(9

5%
 C

I: 
-1

.0
0,

 -0
.2

7)
穀

類
、

種
実

、
砂

糖
、

菓
子

類
　

β=
0.

11
 (9

5%
 C

I: 
0.

01
, 0

.3
8)

ア
ル

コ
ー

ル
　

　
　

　
β=

0.
10

 (9
5%

 C
I: 

0.
08

, 3
.6

6)
19

Ku
sh

iy
am

a 
et

 a
l. 

(2
00

9)
男

性
49

-5
9歳

94
0名

横
断

研
究

FF
Q

緑
茶

PD
 -0

.0
23

 ±
 0

.0
11

㎜
 

C
AL

 -0
.0

28
 ±

 0
.0

13
㎜

BO
P

 -0
.6

3 
± 

0.
27

%
20

Ta
na

ka
 e

t a
l. 

(2
00

8)
女

性
15

-4
3歳

10
02

名
横

断
研

究
D

H
Q

飲
料

歯
の

喪
失

：

コ
ー

ヒ
ー

1.
52

 (1
.0

4,
 2

.2
2)

 
牛

乳
0.

79
 (0

.4
5,

 1
.3

4)
緑

茶
1.

23
 (0

.8
1,

 1
.8

4)
紅

茶
1.

20
 (0

.8
1,

 1
.7

6)
コ

ー
ラ

1.
16

 (0
.8

1,
 1

.6
4)

10
0％

果
物

ジ
ュ

ー
ス

1.
30

 (0
.9

3,
 1

.8
3)

21
Sh

im
az

ak
i (

20
08

)
男

女
40

-7
9歳

94
2名

横
断

研
究

FF
Q

乳
製

品
歯

周
病

：

PD
≧4

.0
㎜

0.
40

 (0
.2

3,
 0

.7
0)

C
AL

≧5
.0

㎜
0.

50
 (0

.2
9,

 0
.8

7)
22

Ta
na

ka
 e

t a
l. 

(2
00

7)
女

性
15

-4
3歳

10
02

名
横

断
研

究
D

H
Q

栄
養

素
、

食
品

群
歯

の
喪

失
：

緑
黄

色
野

菜
0.

78
 (0

.5
1,

 1
.1

9)
そ

の
他

の
野

菜
0.

64
 (0

.4
2,

 0
.9

8)
果

物
0.

94
 (0

.6
1,

 1
.4

4)
穀

類
0.

77
 (0

.5
1,

 1
.1

7)
水

溶
性

食
物

繊
維

0.
89

 (0
.5

8,
 1

.3
6)

不
溶

性
食

物
繊

維
0.

70
 (0

.4
4,

 1
.0

9)
ビ

タ
ミ

ン
C

0.
98

 (0
.6

3,
 1

.5
1)

ビ
タ

ミ
ン

E
1.

09
 (0

.7
2,

 1
.6

5)
β-

カ
ロ

テ
ン

0.
85

 (0
.5

6,
 1

.3
0)

23
H

an
io

ka
 e

t a
l. 

 (2
00

７
)

男
女

60
歳

以
上

22
00

名
横

断
研

究
1日

間
食

事
記

録
栄

養
素

、
ア

ル
コ

ー
ル

総
歯

喪
失

男
性

　
　

　
　

　
　

女
性

ア
ル

コ
ー

ル
0.

71
 (0

.4
7,

 1
.0

9)
  　

0.
25

 (0
.0

7,
 0

.8
4)

ビ
タ

ミ
ン

C
 

1.
68

 (1
.1

1,
 2

.5
3)

   
  1

.1
7 

(0
.8

3,
 1

.6
6)

ビ
タ

ミ
ン

E
0.

93
 (0

.6
1,

 1
.4

1)
   

  1
.0

0 
(0

.7
3,

 1
.4

3)
（

次
ペ

ー
ジ

に
続

く
）

大
阪

府
寝

屋
川

市
お

よ
び

そ
の

近
隣

地
域

在
住

の
妊

娠
女

性

表
3.

 （
前

ペ
ー

ジ
か

ら
つ

づ
く

）
日

本
人

成
人

（
20

歳
以

上
）

を
対

象
に

行
わ

れ
た

歯
科

関
連

状
態

と
栄

養
素

・
食

品
摂

取
状

況
と

の
関

連
を

調
べ

た
研

究

国
民

健
康

・
栄

養
調

査
お

よ
び

歯
科

疾
患

実
態

調
査

参
加

者

食
事

変
数

を
任

意
の

群
（

ア
ル

コ
ー

ル
：

非
飲

酒
者

、
過

去
飲

酒
、

現
在

飲
酒

者
の

3
群

、
そ

の
他

2群
）

に
分

類
。

ア
ル

コ
ー

ル
は

非
飲

酒
者

に
対

す
る

現
在

飲
酒

者
の

相
対

リ
ス

ク
、

そ
の

他
の

栄
養

変
数

に
つ

い
て

は
最

大
摂

取
群

に
対

す
る

最
小

摂
取

群
の

総
歯

喪
失

の
相

対
リ

ス
ク

大
阪

府
寝

屋
川

市
お

よ
び

そ
の

近
隣

地
域

在
住

の
妊

娠
女

性

乳
製

品
摂

取
量

に
よ

っ
て

4群
に

分
類

し
た

場
合

の
最

小
摂

取
群

に
対

す
る

最
大

摂
取

群
の

歯
周

病
の

相
対

リ
ス

ク
 [O

R
 (9

5%
 C

I)]
PD

と
C

AL

食
事

変
数

歯
科

変
数

研
究

デ
ザ

イ
ン

食
事

調
査

法

緑
茶

1杯
/日

増
加

に
対

す
る

各
歯

科
変

数
平

均
値

と
の

差
（

β±
SE

)

新
潟

市
在

住
の

高
齢

者

自
己

申
告

に
よ

る
1本

以
上

の
永

久
歯

（
第

3大
臼

歯
を

除
く

）
の

喪
失

食
事

変
数

を
4分

位
に

分
類

し
た

場
合

の
最

小
摂

取
群

に
対

す
る

最
大

摂
取

群
の

歯
喪

失
の

相
対

リ
ス

ク
 [O

R
 (9

5%
 C

I)]

N
o.

著
者

（
年

）

自
衛

隊
福

岡
病

院
で

の
退

職
前

健
診

受
診

者

食
事

変
数

を
3分

位
に

分
類

し
た

場
合

の
最

小
摂

取
群

に
対

す
る

最
大

摂
取

群
の

歯
喪

失
の

相
対

リ
ス

ク
 [O

R
 (9

5%
 C

I)]
自

己
申

告
に

よ
る

1本
以

上
の

永
久

歯
（

第
3大

臼
歯

を
除

く
）

の
喪

失

食
事

変
数

を
独

立
変

数
、

歯
科

変
数

を
従

属
変

数
と

し
た

重
回

帰
分

析
の

結
果

。
歯

周
病

：
PD

、
C

AL
、

BO
Pの

平
均

値

福
岡

県
久

山
町

住
民

食
事

変
数

を
独

立
変

数
、

歯
科

変
数

を
従

属
変

数
と

し
た

重
回

帰
分

析
の

結
果

。

主
な

結
果

歯
根

齲
蝕

：
　

W
H

O
基

準

対
象

者
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特
性

性
別

年
齢

人
数

24
Ta

na
ka

 e
t a

l. 
(2

00
6)

女
性

15
-4

3歳
10

02
名

横
断

研
究

D
H

Q
ミ

ネ
ラ

ル
歯

の
喪

失
：

カ
ル

シ
ウ

ム
0.

81
 (0

.5
3,

 1
.2

5)
リ

ン
0.

78
 (0

.5
1,

 1
.2

0)
マ

グ
ネ

シ
ウ

ム
0.

64
 (0

.4
2,

 0
.9

9)
鉄

0.
70

 (0
.4

5,
 1

.0
7)

亜
鉛

0.
78

 (0
.5

1,
 1

.1
9)

銅
0.

78
 (0

.5
0,

 1
.2

0)
25

M
or

ita
 e

t a
l. 

(2
00

6)
飛

島
の

住
民

男
女

20
歳

以
上

77
7名

横
断

研
究

質
問

票
歯

数
：

26
Yo

sh
ih

ar
a 

et
 a

l. 
(2

00
5)

男
女

74
歳

57
名

横
断

研
究

3日
間

食
事

記
録

栄
養

素
・

食
品

群
歯

数

27
神

森
ら

. (
20

03
)

男
女

70
歳

51
2名

横
断

研
究

FF
Q

栄
養

素
・

食
品

群
咀

嚼
能

力
：

山
元

式
咀

嚼
能

率
判

定
の

変
法

新
潟

市
在

住
の

19
27

年
生

ま
れ

の
者

D
H

Q
, d

ie
t h

is
to

ry
 q

ue
st

io
nn

ai
re

; B
D

H
Q

, b
rie

f-t
yp

e 
di

et
 h

is
to

ry
 q

ue
st

io
nn

ai
re

; F
FQ

, f
oo

d 
fre

qu
en

cy
 q

ue
st

io
nn

ai
re

; F
D

SK
-1

1,
 1

1-
ite

m
 F

oo
d 

D
iv

er
si

ty
 S

co
re

 K
yo

to
; D

H
A;

 d
oc

os
ah

ex
ae

no
ic

 a
ci

d;
 E

PA
, e

ic
os

ap
en

ta
en

oi
c 

ac
id

; P
U

FA
, p

ol
yu

ns
at

ur
at

ed
 fa

tty
ac

id
; S

FA
, s

at
ur

at
ed

 fa
tty

 a
ci

d;
 P

PD
, p

ro
bi

ng
 p

oc
ke

t d
ep

th
; P

O
P,

 p
os

te
rio

r o
cc

lu
di

ng
 p

ai
rs

; C
AL

, c
lin

ic
al

 a
tta

ch
m

en
t l

ev
el

; B
O

P,
 b

le
ed

in
g 

on
 p

ro
bi

ng
; C

PI
, c

om
m

un
ity

 p
er

io
do

nt
al

 in
de

x;
 P

D
, p

ro
bi

ng
 d

ep
th

, C
R

P,
 h

ig
h-

se
ns

iti
vi

ty
 C

-re
ac

tiv
e 

pr
ot

ei
n;

 O
R

,
od

ds
 ra

tio
; I

R
R

, i
nc

id
en

ce
 ra

te
 ra

tio
; R

R
, r

el
at

iv
e 

ris
k;

 9
5%

 C
I, 

95
%

 c
on

fid
en

ce
 in

te
rv

al
.

歯
数

に
よ

っ
て

、
2群

に
分

類
。

歯
数

が
0-

19
本

の
者

と
比

較
し

て
、

20
本

以
上

の
者

は
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

動
物

性
た

ん
ぱ

く
質

、
ナ

ト
リ

ウ
ム

、
ビ

タ
ミ

ン
D

、
B1

、
B6

、
ナ

イ
ア

シ
ン

、
パ

ン
ト

テ
ン

酸
、

野
菜

お
よ

び
魚

介
類

の
摂

取
量

が
有

意
に

多
い

。

大
阪

府
寝

屋
川

市
お

よ
び

そ
の

近
隣

地
域

在
住

の
妊

娠
女

性

菓
子

を
好

む
、

甘
い

物
を

控
え

る
、

間
食

の
回

数
、

ア
ル

コ
ー

ル

食
事

変
数

を
4分

位
に

分
類

し
た

場
合

の
最

小
摂

取
群

に
対

す
る

最
大

摂
取

群
の

歯
喪

失
の

相
対

リ
ス

ク
 [O

R
 (9

5%
 C

I)]
自

己
申

告
に

よ
る

1本
以

上
の

永
久

歯
（

第
3大

臼
歯

を
除

く
）

の
喪

失

食
事

変
数

を
独

立
変

数
、

歯
科

変
数

を
従

属
変

数
と

し
た

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ッ

ク
回

帰
分

析
の

結
果

。
女

性
に

お
い

て
、

間
食

頻
度

と
残

存
歯

数
に

関
連

が
見

ら
れ

た
。

特
に

60
-6

9歳
の

女
性

で
は

、
間

食
を

ほ
と

ん
ど

し
な

い
者

と
比

べ
て

、
い

つ
も

間
食

す
る

者
の

平
均

歯
数

以
上

の
O

R
は

4.
67

 (9
5％

C
I: 

1.
66

, 1
3.

11
)で

あ
っ

た
。

ア
ル

コ
ー

ル
に

つ
い

て
は

、
男

女
と

も
に

歯
の

喪
失

と
関

連
（

特
に

50
-5

9歳
男

性
：

O
R

=1
1.

96
, 9

5％
C

I: 
1.

52
,

94
.0

3、
40

-4
9歳

女
性

: O
R

=3
.8

3,
 9

5％
 C

I: 
1.

28
-7

.2
2)

が
見

ら
れ

た
。

年
齢

集
団

の
平

均
以

上
の

歯
数

を
有

す
る

か
否

か

新
潟

市
在

住
の

高
齢

者

主
な

結
果

歯
科

変
数

を
独

立
変

数
、

食
事

変
数

を
従

属
変

数
と

し
た

重
回

帰
分

析
の

結
果

。
男

性
に

お
い

て
、

咀
嚼

能
力

の
低

い
者

は
、

総
エ

ネ
ル

ギ
ー

摂
取

量
、

緑
黄

色
野

菜
、

そ
の

他
の

野
菜

・
果

物
類

の
摂

取
量

が
有

意
に

少
な

い
。

表
3.

 （
前

ペ
ー

ジ
か

ら
つ

づ
く

）
日

本
人

成
人

（
20

歳
以

上
）

を
対

象
に

行
わ

れ
た

歯
科

関
連

状
態

と
栄

養
素

・
食

品
摂

取
状

況
と

の
関

連
を

調
べ

た
研

究
N

o.
著

者
（

年
）

対
象

者
研

究
デ

ザ
イ

ン
食

事
調

査
法

食
事

変
数

歯
科

変
数
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特
性

性
別

年
齢

人
数

28
Sa

ku
ra

i e
t a

l. 
(2

01
4)

男
性

35
-5

5歳
20

37
名

D
H

Q
清

涼
飲

料
水

　
飲

ま
な

い
、

ほ
と

ん
ど

飲
ま

な
い

1.
00

 (r
ef

er
en

ce
)

　
1s

v 
(2

37
m

l）
/週

未
満

0.
97

 (0
.5

7-
1.

64
)

　
1s

v/
週

以
上

1s
v/

日
未

満
1.

11
 (0

.7
4-

1.
66

)
　

1s
v/

日
以

上
1.

34
 (0

.7
2-

2.
36

)
カ

ロ
リ

ー
オ

フ
飲

料
　

飲
ま

な
い

、
ほ

と
ん

ど
飲

ま
な

い
1.

00
 (r

ef
er

en
ce

)
　

1s
v 

(2
37

m
l）

/週
未

満
1.

14
 (0

.6
6-

1.
95

)
　

1s
v/

週
以

上
1s

v/
日

未
満

1.
71

 (1
.1

1-
2.

63
)

29
上

村
ら

. (
20

14
)

男
女

35
-6

6歳
34

46
名

横
断

研
究

BD
H

Q
T1

T3
線

形
ト

レ
ン

ド
P値

BM
I (

kg
/m

2 )
22

.6
23

.0
<0

.0
01

拡
張

期
血

圧
 (m

m
H

g)
76

.1
77

.3
<0

.0
1

総
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

 (m
g/

dl
)

20
5.

9
20

9.
6

0.
01

LD
Lコ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

 (m
g/

dl
)

12
4.

1
12

7.
6

<0
.0

1
中

性
脂

肪
 (m

g/
dl

)
98

.6
10

4.
7

<0
.0

1
空

腹
時

血
糖

 (m
g/

dl
)

93
.3

94
.6

0.
04

30
Es

ha
k 

et
 a

l (
20

13
)

男
女

40
-5

9歳
27

58
5名

FF
Q

清
涼

飲
料

水
　

(男
性

）
5年

後
の

発
症

10
年

後
の

発
症

　
 ほ

と
ん

ど
飲

ま
な

い
1.

00
 (r

ef
er

en
ce

)
1.

00
 (r

ef
er

en
ce

)
　

2回
/週

未
満

0.
98

 (0
.7

6,
 1

.2
7)

0.
86

 (0
.6

8,
 1

.0
8)

　
3-

4回
/週

0.
79

 (0
.5

5,
 1

.1
3)

0.
83

 (0
.6

1,
 1

.1
2)

　
ほ

ぼ
毎

日
0.

98
 (0

.6
4,

 1
.5

0)
0.

98
 (0

.6
8,

 1
.4

2)
清

涼
飲

料
水

（
女

性
）

　
 ほ

と
ん

ど
飲

ま
な

い
1.

00
 (r

ef
er

en
ce

)
1.

00
 (r

ef
er

en
ce

)
　

2回
/週

未
満

1.
20

 (0
.8

6,
 1

.6
7)

1.
15

 (0
.8

8,
 1

.5
1)

　
3-

4回
/週

1.
44

 (0
.9

0,
 2

.3
1)

1.
17

 (0
.7

8,
 1

.7
6)

　
ほ

ぼ
毎

日
2.

10
 (1

.2
3,

 3
.5

9)
1.

79
 (1

.1
1,

 2
.8

9)
31

Es
ha

k 
et

 a
l (

20
1２

)
男

女
40

-5
9歳

39
78

6名
FF

Q
清

涼
飲

料
水

清
涼

飲
料

水
　

(男
性

）
脳

梗
塞

出
血

性
脳

出
血

虚
血

性
心

疾
患

　
 ほ

と
ん

ど
飲

ま
な

い
1.

00
 (r

ef
er

en
ce

)
1.

00
 (r

ef
er

en
ce

)
1.

00
 (r

ef
er

en
ce

)
　

1-
2回

/週
0.

85
 (0

.7
1,

 1
.0

1)
1.

02
 (0

.8
2,

 1
.2

6)
0.

85
 (0

.6
6,

 1
.0

8)
　

3-
4回

/週
0.

68
 (0

.5
1,

 0
.8

9)
1.

03
 (0

.7
8,

 1
.3

5)
0.

85
 (0

.6
1,

 1
.1

8)
　

ほ
ぼ

毎
日

0.
75

 (0
.5

3,
 1

.0
3)

0.
77

 (0
.5

5,
 1

.0
8)

1.
04

 (0
.7

4,
 1

.4
8)

清
涼

飲
料

水
（

女
性

）
　

 ほ
と

ん
ど

飲
ま

な
い

1.
00

 (r
ef

er
en

ce
)

1.
00

 (r
ef

er
en

ce
)

1.
00

 (r
ef

er
en

ce
)

　
1-

2回
/週

1.
03

 (0
.8

2,
 1

.3
0)

1.
09

 (0
.8

7,
 1

.3
6)

0.
96

 (0
.5

9,
 1

.5
5)

　
3-

4回
/週

1.
12

 (0
.7

8,
 1

.6
3)

1.
13

 (0
.8

0,
 1

.5
8)

1.
52

 (0
.7

8,
 2

.9
5)

　
ほ

ぼ
毎

日
1.

83
 (1

.2
2,

 2
.7

5)
0.

70
 (0

.4
0,

 1
.2

0)
0.

88
 (0

.3
0,

 2
.6

0)

清
涼

飲
料

水
を

3分
位

に
分

類
し

た
場

合
の

最
小

摂
取

群
(T

1)
と

最
大

摂
取

群
(T

3)
の

調
整

平
均

値
BM

I、
収

縮
期

・
拡

張
期

血
圧

、
総

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
、

LD
Lコ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

、
H

D
Lコ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

、
中

性
脂

肪
、

空
腹

時
血

糖

研
究

デ
ザ

イ
ン

岩
手

県
二

戸
、

秋
田

県
横

手
、

長
野

県
佐

久
、

沖
縄

県
中

部
の

4保
健

所
管

内
在

住
者

前
向

き
コ

ホ
ー

ト
(追

跡
期

間
18

年
)

愛
知

県
内

自
治

体
職

員
ｱﾒ

ﾘｶ
心

臓
協

会
の

食
事

・
栄

養
素

摂
取

指
標

5項
目

（
野

菜
・

果
物

、
魚

介
類

、
食

物
繊

維
、

食
塩

、
清

涼
飲

料
水

）

食
事

調
査

法
食

事
要

因

糖
尿

病
の

発
症

：
以

下
、

1つ
以

上
に

該
当

す
る

場
合

1)
 空

腹
時

血
糖

値
≧1

26
m

g/
dl

2)
 H

bA
1c

≧6
.5

％
3)

イ
ン

ス
リ

ン
あ

る
い

は
経

口
血

糖
降

下
薬

に
よ

る
治

療

N
o.

著
者

（
年

）
表

４
.　

日
本

人
成

人
（

20
歳

以
上

）
を

対
象

に
行

わ
れ

た
間

食
（

主
に

清
涼

飲
料

水
）

と
生

活
習

慣
病

と
の

関
係

に
つ

い
て

対
象

者

富
山

県
非

鉄
金

属
メ

ー
カ

ー
従

業
員

前
向

き
コ

ホ
ー

ト
(追

跡
期

間
7年

)
清

涼
飲

料
水

、
カ

ロ
リ

ー
オ

フ
飲

料

備
考

ア
ウ

ト
カ

ム

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

時
の

特
徴

と
し

て
、

清
涼

飲
料

水
を

多
く

飲
む

者
は

、
BM

I、
空

腹
時

イ
ン

ス
リ

ン
濃

度
、

H
O

M
A-

IR
、

摂
取

エ
ネ

ル
ギ

ー
量

が
有

意
に

高
く

、
H

D
Lコ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

お
よ

び
食

物
繊

維
摂

取
量

が
有

意
に

低
い

。
一

方
、

カ
ロ

リ
ー

オ
フ

飲
料

を
多

く
飲

む
者

は
、

BM
I

と
摂

取
エ

ネ
ル

ギ
ー

量
が

有
意

に
高

い
。

D
H

Q
, d

ie
t h

is
to

ry
 q

ue
st

io
nn

ai
re

; B
D

H
Q

, b
rie

f-t
yp

e 
di

et
 h

is
to

ry
 q

ue
st

io
nn

ai
re

; F
FQ

, f
oo

d 
fre

qu
en

cy
 q

ue
st

io
nn

ai
re

; s
v,

 s
er

vi
ng

.

主
な

結
果

（
最

小
摂

取
群

に
対

す
る

各
群

に
お

け
る

疾
病

リ
ス

ク
 (9

5％
 C

I)）

岩
手

県
二

戸
、

秋
田

県
横

手
、

長
野

県
佐

久
、

沖
縄

県
中

部
、

東
京

都
葛

飾
の

5保
健

所
管

内
在

住
者

10
0%

果
物

ジ
ュ

ー
ス

、
野

菜
ジ

ュ
ー

ス
に

つ
い

て
は

、
糖

尿
病

の
発

症
と

関
連

が
見

ら
れ

な
か

っ
た

。

出
血

性
脳

卒
中

、
虚

血
性

心
疾

患
、

脳
梗

塞

前
向

き
コ

ホ
ー

ト
(追

跡
期

間
5、

10
年

)
清

涼
飲

料
水

、
10

0％
果

物
ジ

ュ
ー

ス
、

野
菜

ジ
ュ

ー
ス

糖
尿

病
の

発
症

：
医

師
に

よ
る

診
断

の
自

己
申

告
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特
性

性
別

年
齢

人
数

32
Ko

ba
ya

sh
i e

t a
l. 

(2
01

2)
男

女
成

人
92

5名
横

断
研

究
歯

磨
き

M
et

s
2回

/日
0.

71
 (0

.4
8,

 1
.0

5)
   

   
≧3

回
/日

0.
47

 (0
.2

4,
 0

.9
2)

TG
2回

/日
0.

60
 (0

.4
1,

 0
.8

6)
   

   
 

≧3
回

/日
0.

45
 (0

.2
4,

 0
.8

5)

68
5名

コ
ホ

ー
ト

研
究

歯
磨

き
(追

跡
期

間
：

3年
)

M
et

s
2回

/日
0.

80
 (0

.4
9,

 1
.3

1)
≧3

回
/日

0.
43

 (0
.1

9,
 0

.9
7)

TG
2回

/日
0.

63
 (0

.4
1,

 0
.9

6)
≧3

回
/日

0.
54

 (0
.2

7,
 1

.0
5)

33
Fu

jit
a 

et
 a

l. 
(2

00
9)

男
女

40
-7

9歳
54

55
1名

横
断

研
究

歯
磨

き
循

環
器

疾
患

リ
ス

ク
因

子
男

性
　

　
　

　
　

　
　

　
女

性
糖

尿
病

1-
2回

/日
1.

10
 (1

.0
0,

 1
.2

2)
   

  1
.0

9 
(0

.9
7,

 1
.2

2)
ほ

ぼ
0回

/日
1.

61
 (1

.3
2,

 1
.9

7)
   

  2
.2

7 
(1

.5
3,

 3
.3

7)
高

血
圧

1-
2回

/日
1.

10
 (1

.0
3,

 1
.1

8)
   

   
1.

10
 (1

.0
4,

 1
.1

6)
ほ

ぼ
0回

/日
1.

24
 (1

.0
6,

 1
.4

5)
   

   
1.

52
 (1

.1
4,

 2
.0

3)
脂

質
異

常
症

: T
G

≧1
50

あ
る

い
は

H
D

L<
40

1-
2回

/日
1.

08
 (1

.0
0,

 1
.1

6)
   

   
1.

13
 (1

.0
6,

 1
.2

0)
ほ

ぼ
0回

/日
1.

29
 (1

.1
0,

 1
.5

1)
   

   
1.

49
 (1

.1
0,

 2
.0

1)
TC

≧2
20

 m
g/

dl
1-

2回
/日

0.
98

 (0
.9

1,
 1

.0
6)

   
   

 0
.9

8 
(0

.9
3,

 1
.0

2)
ほ

ぼ
0回

/日
0.

96
 (0

.8
2,

 1
.1

4)
   

   
 0

.9
1 

(0
.7

0,
 1

.2
0)

34
市

橋
ら

(2
01

5)
男

女
20

-5
9歳

31
42

名
横

断
研

究
歯

周
ポ

ケ
ッ

ト
有

無
健

康
行

動
1日

の
歯

磨
き

1回
以

下
1.

33
 (1

.1
0,

 1
.6

1)
デ

ン
タ

ル
フ

ロ
ス

を
使

用
し

な
い

1.
95

 (1
.5

7,
 2

.4
1)

運
動

し
な

い
1.

20
 (1

.0
1,

 1
.4

2)
歯

間
ブ

ラ
シ

を
使

用
し

な
い

0.
75

 (0
.6

2,
 0

.9
1)

睡
眠

を
7-

8時
間

と
ら

な
い

0.
82

 (0
.6

9,
 0

.9
7)

（
次

ペ
ー

ジ
に

続
く

）

「
毎

食
後

歯
磨

き
」

と
比

較
し

て
、

以
下

の
歯

磨
き

回
数

に
お

け
る

相
対

リ
ス

ク
 [O

R
 (9

5%
 C

I)]

著
者

（
年

）

１
部

上
場

企
業

従
業

員

20
04

年
老

人
保

健
法

の
も

と
で

行
わ

れ
た

健
康

診
断

を
受

診
し

た
千

葉
市

在
住

者

歯
磨

き
回

数
 ≦

1回
/日

と
比

較
し

て
、

以
下

の
歯

磨
き

回
数

に
お

け
る

相
対

リ
ス

ク
 [O

R
 (9

5%
 C

I)]

研
究

デ
ザ

イ
ン

歯
科

変
数

ア
ウ

ト
カ

ム

以
下

の
健

康
行

動
群

が
他

群
に

比
し

「
歯

周
ポ

ケ
ッ

ト
有

」
の

相
対

リ
ス

ク
 [O

R
 (9

5%
 C

I)]

歯
磨

き
回

数
 ≦

1回
/日

と
比

較
し

て
、

以
下

の
歯

磨
き

回
数

に
お

け
る

相
対

リ
ス

ク
 [O

R
 (9

5%
 C

I)]
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
発

症
率

表
5.

 日
本

人
成

人
（

20
歳

以
上

）
を

対
象

に
行

わ
れ

た
歯

科
関

連
健

康
行

動
と

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

関
連

疾
患

と
の

関
係

に
つ

い
て

対
象

者
主

な
結

果

仙
台

卸
商

セ
ン

タ
ー

勤
務

者
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
罹

患
率

他
の

メ
タ

ボ
関

連
項

目
と

関
連

は
な

し
。

N
o.
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表
5.

 （
前

ペ
ー

ジ
か

ら
つ

づ
く

）
日

本
人

成
人

（
20

歳
以

上
）

を
対

象
に

行
わ

れ
た

歯
科

関
連

健
康

行
動

と
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
関

連
疾

患
と

の
関

係
に

つ
い

て

特
性

性
別

年
齢

人
数

35
晴

佐
久

ら
(2

01
4)

福
岡

市
某

事
業

所
全

従
業

員
男

女
ー

37
9名

介
入

研
究

（
非

ラ
ン

ダ
ム

化
）

（
介

入
群

）
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
、

1年
後

、
ｐ

値
（

非
介

入
群

）
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
、

1年
後

、
ｐ

値
　

　
　

(平
均

値
±標

準
偏

差
)

歯
周

病
予

防
の

た
め

、
定

期
健

診
を

予
定

1.
46

±0
.7

8、
1.

91
±0

.9
8、

ｐ
＝

0.
00

4
1.

52
±0

.8
1、

1.
55

±0
.7

6、
ｐ

＝
0.

45
8

歯
科

医
院

で
正

し
い

歯
磨

き
を

習
う

1.
54

±0
.8

1、
2.

11
±0

.9
9、

ｐ
<0

.0
01

1.
68

±0
.9

3、
1.

68
±0

.8
9、

ｐ
=0

.9
79

何
が

で
き

て
い

な
か

っ
た

か
明

確
に

す
る

1.
61

±0
.7

1、
2.

30
±0

.8
9、

ｐ
<0

.0
01

1.
86

±0
.8

6、
1.

91
±0

.8
4、

ｐ
=0

.3
48

歯
科

医
に

相
談

す
る

1.
76

±0
.9

2、
2.

22
±1

.0
1、

ｐ
=0

.0
03

1.
80

±0
.9

5、
1.

88
±0

.9
4、

ｐ
=0

.1
51

歯
磨

き
問

題
が

な
か

っ
た

か
ど

う
か

を
反

省
2.

07
±0

.9
5、

2.
41

±1
.0

5、
ｐ

=0
.0

41
2.

14
±0

.9
1、

2.
15

±0
.9

1、
ｐ

=0
.8

98

歯
と

歯
の

間
は

歯
間

ブ
ラ

シ
を

用
い

て
磨

く
1.

72
±0

.9
3、

2.
28

±0
.8

6、
ｐ

<0
.0

01
1.

72
±0

.9
3、

2.
28

±0
.8

6、
ｐ

<0
.0

01

歯
と

歯
の

間
は

デ
ン

タ
ル

フ
ロ

ス
で

磨
く

1.
61

±0
.9

1、
2.

24
±0

.8
5、

ｐ
=0

.0
01

1.
53

±0
.7

6、
1.

66
±0

.8
7、

ｐ
=0

.0
14

36
堤

 (2
00

9)
男

女
30

歳
以

上
18

84
9名

横
断

研
究

歯
磨

き
の

回
数

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ッ

ク
回

帰
モ

デ
ル

　
　

樹
形

モ
デ

ル
χ2

統
計

量
（

p値
）

　
　

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

番
号

（
カ

ッ
ト

ポ
イ

ン
ト

）
50

歳
未

満
男

性
25

.7
 (<

0.
00

01
)　

　
　

　
　

３
（

2回
以

上
、

未
満

）
50

歳
以

上
男

性
8.

3 
(0

.0
4)

　
　

　
　

　
　

　
　

選
択

さ
れ

ず
50

歳
未

満
女

性
18

.9
 (0

.0
00

3)
　

　
　

　
　

　
３

（
3回

以
上

、
未

満
）

50
歳

以
上

女
性

12
.5

 (0
.0

06
)　

　
　

　
　

　
２

（
2回

以
上

、
未

満
）

   
   

  　
C

H
D

  　
非

C
H

D
　

（
平

均
値

 ±
標

準
偏

差
）

回
/日

 1
.9

 ±
0.

6　
2.

1 
±0

.6
　

p=
0.

00
2

女
性

の
み

。
男

性
で

は
有

意
差

な
し

。
38

和
田

ら
(2

00
4)

男
女

成
人

13
69

3名
横

断
研

究
歯

磨
き

習
慣

BM
I≧

25
kg

/m
²

腹
囲

　
男

性
≧8

5c
m

腹
囲

　
女

性
≧9

0c
m

39
竹

内
ら

(2
01

0)
男

女
40

歳
以

上
27 市

町
村

生
態

学
的

研
究

市
町

村
主

催
で

の
歯

科
に

限
定

さ
れ

た
会

議
実

施
市

町
村

 5
09

4.
7円

減
、

未
実

施
市

町
村

 2
80

6.
7円

減
、

ｐ
<0

.0
1

（
年

齢
調

整
後

）
歯

科
保

健
事

業
実

施
数

事
業

数
3項

目
以

上
市

町
村

 2
00

0円
弱

減
少

、
事

業
数

2項
目

以
下

市
町

村
 2

00
0円

弱
増

加
、

ｐ
<0

.0
5

福
岡

県
南

部
の

健
診

セ
ン

タ
ー

受
診

者

37
Se

nb
a 

et
 a

l.(
20

09
)

大
規

模
保

険
会

社
従

業
員

男
女

成
人

岡
山

県
市

町
村

別
国

民
健

康
保

険
受

給
者

歯
科

保
健

事
業

の
有

無
平

成
9年

度
5月

分
と

平
成

19
年

度
5月

分
の

1人
当

た
り

M
et

s関
連

医
療

費
の

差
 (円

/月
)

東
京

慈
恵

会
医

科
大

学
附

属
病

院
健

康
医

学
セ

ン
タ

ー
受

診
者

29
90

4名
横

断
研

究
歯

磨
き

C
H

D
:冠

動
脈

疾
患

、
心

筋
梗

塞
、

狭
心

症
の

う
ち

1項
目

以
上

に
既

往
有

ア
ウ

ト
カ

ム
主

な
結

果
歯

科
変

数

歯
磨

き
習

慣
（

毎
食

後
歯

を
磨

い
て

い
る

（
１

）
か

否
（

０
）

か
）

　
od

ds
 ra

tio
（

95
%

 C
I）

　
 　

BM
I≧

25
kg

/m
²　

   
   

   
   

腹
囲

(男
性

≧8
5c

m
 女

性
≧9

0c
m

）

体
脂

肪
率

異
常

に
加

え
、

脂
質

代
謝

異
常

、
高

血
圧

、
耐

糖
能

異
常

の
う

ち
1項

目
に

該
当

す
る

場
合

(生
活

行
動

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

の
作

成
）

O
R

, o
dd

s 
ra

tio
; 9

5%
 C

I, 
95

%
 c

on
fid

en
ce

 in
te

rv
al

; M
et

s,
 m

et
ab

ol
ic

 s
yn

dr
om

e;
 T

G
, s

er
um

 tr
ig

yi
ce

lid
e 

co
nc

en
tra

tio
n;

 H
D

L,
 s

er
um

 h
ig

h-
de

ns
ity

 li
po

pr
ot

ei
n 

ch
ol

es
te

ro
l c

on
ce

nt
ra

tio
n;

 T
C

, s
er

um
 to

ta
l c

ho
le

st
er

ol
 c

on
ce

nt
ra

tio
n;

 C
H

D
, c

or
on

ar
y 

he
ar

t
di

se
as

es
; B

M
I, 

bo
dy

 m
as

s 
in

de
x.

男
性

: 0
.8

4 
(0

.7
6,

 0
.9

4)
　

　
　

0.
77

 (0
.7

0,
 0

.8
5)

女
性

: 0
.7

6 
(0

.6
0,

 0
.9

6)
　

　
　

0.
67

 (0
.4

6,
 0

.9
3)

N
o.

著
者

（
年

）
対

象
者

研
究

デ
ザ

イ
ン

歯
磨

き
回

数

ブ
ラ

ッ
シ

ン
グ

自
己

管
理

ス
キ

ル
質

問
用

紙
(1

か
ら

4点
、

ス
キ

ル
が

低
い

方
が

低
い

点
数

)
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特
性

性
別

年
齢

人
数

41
U

en
o 

et
 a

l.(
20

12
)

JP
H

C
研

究
Ⅰ及

び
Ⅱ参

加
者

男
女

40
-5

9歳
19

1名
前

向
き

コ
ホ

ー
ト

(追
跡

期
間

３
年

)
各

抗
体

濃
度

C
H

D
の

発
症

 (低
濃

度
群

比
)

以
下

の
M

et
s指

標
有

群
が

無
群

に
比

し
「

歯
科

変
数

有
」

の
相

対
リ

ス
ク

 [O
R

 (9
5%

 C
I)]

ｱｸ
ﾞﾚ

ｶﾞ
ﾁﾊ

ﾞｸ
ﾀｰ

・
ｱｸ

ﾁﾉ
ﾐｾ

ﾃﾑ
ｺﾐ

ﾀﾝ
ｽ,

 1
.6

5 
(0

.9
8,

 2
.8

0)
ﾌﾟ

ﾚﾎ
ﾞﾃ

ﾗ・
ｲﾝ

ﾃﾙ
ﾒﾃ

ﾞｨ
ｱ 

Ig
G

,  
   

   
   

 1
.8

9 
(1

.1
0,

 3
.2

3)
42

三
谷

ら
(2

01
2)

豊
橋

ハ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
に

て
一

般
健

診
と

歯
科

健
診

両
方

受
診

し
た

者

男
女

ー
54

9名
症

例
対

照
研

究
C

PI
（

コ
ー

ド
最

大
値

）
非

C
H

D
群

と
C

H
D

群
の

比
較

非
C

H
D

群
に

対
す

る
C

H
D

群
の

相
対

リ
ス

ク
 [O

R
 (9

5%
 C

I)]
男

性
　

C
PI

コ
ー

ド
3以

上
　

3.
1 

(1
.2

 - 
7.

7)
女

性
　

C
PI

コ
ー

ド
3以

上
　

1.
0 

(0
.5

 - 
2.

0)

43
岩

崎
ら

(2
01

1)
上

越
市

国
民

健
康

保
険

特
定

健
診

及
び

「
歯

ッ
ピ

ー
バ

ラ
ン

ス
」

検
査

参
加

者

男
女

40
-7

4歳
48

8名
横

断
研

究
歯

周
病

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
テ

ス
ト

M
et

s判
定

及
び

関
連

項
目

(年
齢

・
性

別
・

喫
煙

で
調

整
)

歯
周

病
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

陰
性

群
に

対
す

る
陽

性
群

の
相

対
リ

ス
ク

 [O
R

 (9
5%

 C
I)]

肥
満

: 1
.6

4 
(1

.0
3,

 2
.6

1)
M

et
s:

 2
.4

9 
(1

.3
4,

 4
.6

3)
44

吉
野

(2
01

1)
岐

阜
県

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

外
来

中
の

糖
尿

病
患

者
男

女
35

歳
以

上
16

7名
介

入
研

究
(追

跡
期

間
４

月
)

歯
周

病
治

療
の

有
無

糖
尿

病
管

理
状

態
H

bA
1c

の
変

化
量

（
Δ％

, 平
均

値
±標

準
偏

差
）

治
療

群
, -

0.
18

±0
.0

4、
対

照
群

, -
0.

04
±0

.0
4,

 p
=0

.0
32

45
D

um
itr

es
cu

 e
t

al
.(2

01
0)

一
般

歯
科

に
か

か
っ

た
者

男
女

19
-6

9歳
79

名
横

断
研

究
歯

周
病

（
Pr

ob
in

g
de

ap
th

>6
m

m
）

肥
満

の
有

無
非

肥
満

群
に

対
す

る
肥

満
群

の
歯

周
病

相
対

リ
ス

ク
 [O

R
(9

5%
 C

I)]
   

2.
1 

(1
.3

, 8
.9

)
46

Ya
m

am
ot

o 
et

al
.(2

01
0)

農
村

地
区

の
歯

科
健

診
を

含
む

健
診

参
加

者
男

女
30

-6
4歳

24
6名

横
断

研
究

C
PI

M
et

s指
標

高
血

糖
, F

BS
≧1

10
m

g/
dl

非
高

血
糖

群
に

対
す

る
高

血
糖

群
の

歯
周

病
（

C
PI

３
以

上
）

相
対

リ
ス

ク
 [O

R
], 

5.
33

, ｐ
＝

0.
04

2
47

長
岐

ら
(2

01
0)

文
教

通
り

歯
科

ク
リ

ニ
ッ

ク
男

女
35

-7
5歳

29
7名

横
断

研
究

歯
周

病
状

態
歯

周
病

合
併

割
合

　
中

重
度

、
軽

度
、

ｐ
値

   
   

   
 高

血
圧

者
   

　
43

％
、

23
%

、
p<

0.
05

   
   

   
  肥

満
者

   
　

 2
7%

、
11

%
、

p<
0.

01
48

Ya
m

am
ot

o　
T.

et
al

(2
00

9)
農

村
地

区
の

歯
科

健
診

を
含

む
健

診
参

加
者

男
女

30
-6

4歳
24

6名
横

断
研

究
C

PI
M

et
s指

標
高

血
糖

, F
BS

≧1
10

m
g/

dl
非

高
血

糖
群

に
対

す
る

高
血

糖
群

の
歯

周
病

（
C

PI
３

以
上

）
相

対
リ

ス
ク

 [O
R

 (9
5%

 C
I)]

,
5.

33
,(9

5%
信

頼
区

間
記

載
な

し
),ｐ

=0
.0

42
49

O
e 

Y 
et

 a
l. 

l(2
00

9)
男

女
ー

17
4名

横
断

研
究

歯
周

病
ス

コ
ア

―
冠

状
動

脈
不

全
非

冠
状

動
脈

不
全

群
に

対
す

る
冠

状
動

脈
不

全
群

の
歯

周
病

ス
コ

ア
ー

高
値

の
相

対
リ

ス
ク

 [O
R

 (9
5%

 C
I)]

, ｐ
値

2.
32

 (1
.1

6,
 4

.6
2)

、
p=

0.
02

37
Se

nb
a 

et
 a

l. 
(2

00
8)

大
規

模
保

険
会

社
従

業
員

男
女

ー
34

92
1名

横
断

研
究

歯
周

病
有

無
C

H
D

:冠
動

脈
疾

患
、

心
筋

梗
塞

、
狭

心
症

の
う

ち
1項

目
以

上
に

既
往

有

非
C

H
D

群
に

対
す

る
C

H
D

群
の

歯
周

病
有

の
相

対
リ

ス
ク

[O
R

 (9
5%

 C
I)]

男
性

:1
.5

1 
(0

.9
0,

 2
.5

2)
, 女

性
:1

.4
8 

(0
.9

5,
 2

.3
2)

（
次

ペ
ー

ジ
に

続
く

）

研
究

デ
ザ

イ
ン

40
西

垣
ら

(2
01

4)
C

PI
（

２
値

）
,

G
C

Fバ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
（

カ
テ

ゴ
リ

ー
0,

1,
2）

M
et

s関
連

項
目

　
　

(申
告

）

表
６

. 日
本

人
成

人
（

20
歳

以
上

）
を

対
象

に
行

わ
れ

た
歯

周
病

と
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
関

連
疾

患
と

の
関

係
に

つ
い

て
対

象
者

特
定

健
診

・
人

間
ド

ッ
ク

受
診

者
の

う
ち

歯
科

健
診

希
望

者

男
女

熊
本

大
学

病
院

に
て

冠
状

動
脈

撮
影

受
診

者
で

歯
科

健
診

を
受

け
た

者

N
o.

著
者

(年
)

歯
科

変
数

ア
ウ

ト
カ

ム
主

な
結

果

以
下

の
M

et
s指

標
有

群
が

無
群

に
比

し
「

歯
科

変
数

有
」

の
相

対
リ

ス
ク

 [O
R

 (9
5%

 C
I)]

血
圧

高
値

:C
PI

,  
   

   
   

   
   

   
  1

.9
9 

(1
.3

2,
 2

.9
9)

肥
満

:G
C

Fカ
テ

ゴ
リ

ー
1,

   
   

 1
.4

7 
(1

.0
0,

 2
.1

7)
肥

満
:G

C
Fカ

テ
ゴ

リ
ー

2,
   

   
 1

.8
6 

(1
.1

9,
 2

.9
0)

高
血

糖
:G

C
Fカ

テ
ゴ

リ
ー

1,
   

1.
98

 (1
.2

3,
 3

.1
6)

M
et

s指
標

高
血

糖
, F

BS
≧1

10
m

g/
dl

血
圧

高
値

, S
BP

≧1
30

m
m

H
g

an
d/

or
 D

BP
≧8

5m
m

H
g

肥
満

, B
M

I≧
25

kg
/m

²
　

(性
・

年
齢

で
調

整
)

22
-7

6歳
11

59
名

横
断

研
究
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N
o.

著
者

(年
)

歯
科

変
数

ア
ウ

ト
カ

ム
主

な
結

果
特

性
性

別
年

齢
人

数
50

Fu
ku

ka
w

a 
et

 a
l.

(2
00

7)
愛

知
医

科
大

病
院

及
び

フ
シ

ミ
ク

リ
ニ

ッ
ク

に
か

か
っ

て
い

る
2型

糖
尿

病
患

者

男
女

ー
10

0名
横

断
研

究
歯

周
ポ

ケ
ッ

ト
の

深
さ

血
中

脂
質

(喫
煙

、
口

腔
衛

生
ス

コ
ア

ー
、

H
bA

1c
で

調
整

）
、

H
bA

1c
歯

周
ポ

ケ
ッ

ト
の

深
さ

と
の

相
関

（
ス

ペ
ア

マ
ン

の
相

関
係

数
, p

値
）

 H
bA

1c
: r

=0
.2

60
, p

=0
.0

11
総

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
: r

=0
.2

11
, p

=0
.0

44
H

D
Lコ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

: r
=-

0.
20

2,
 p

=0
.0

55
51

高
田

 (2
00

7)
男

女
35

歳
以

上
50

9名
前

向
き

コ
ホ

ー
ト

(追
跡

期
間

３
年

)
歯

周
病

有
無

血
圧

変
化

量
 (Δ

m
m

H
g)

　
52

埴
岡

ら
(2

00
7)

事
業

所
健

診
25

施
設

受
診

者
男

女
35

歳
以

上
53

6名
横

断
研

究

53
Sa

ito
 e

t a
l. 

(2
00

6)
久

山
町

住
民

女
50

-5
9歳

76
名

横
断

研
究

歯
周

疾
患

有
無

re
si

st
in

 (n
g/

m
L)

ad
ip

on
ec

tin
 (m

g/
m

L)
　

　
　

   
 歯

周
疾

患
群

 非
疾

患
群

［
平

均
値

±標
準

偏
差

］
re

si
st

in
   

   
   

 9
.9

±5
.0

   
 8

.0
±5

.2
,  

P=
0.

03
7

ad
ip

on
ec

tin
 1

1.
5±

5.
0 

 1
2.

4±
5.

1,
 N

S
54

杉
原

(2
00

5)
明

海
大

学
病

院
内

科
外

来
受

診
中

の
2型

糖
尿

病
患

者
男

女
25

歳
以

上
46

名
横

断
研

究
プ

ロ
ー

ピ
ン

グ
深

さ
、

4m
m

プ
ロ

ー
ビ

ン
グ

割
合

、
プ

ロ
ー

ビ
ン

グ
時

の
出

血
率

、
歯

槽
骨

吸
収

度

糖
尿

病
有

病
期

間
糖

尿
病

有
病

期
間

と
ス

ペ
ア

マ
ン

順
位

相
関

で
有

意
プ

ロ
ー

ピ
ン

グ
深

さ
p<

0.
00

1、
4㎜

以
上

プ
ロ

ー
ピ

ン
グ

割
合

p<
0.

01
、

プ
ロ

ー
ビ

ン
グ

時
の

出
血

率
p<

0.
01

、
歯

槽
骨

吸
収

度
p<

0.
01

55
小

川
ら

(2
00

4)
大

阪
府

下
化

学
工

場
勤

務
者

男
20

-5
9歳

14
42

名
横

断
研

究
C

PI
（

歯
周

病
有

無
）

56
H

as
eg

aw
a 

et
 a

l.
(2

00
4)

竹
の

塚
保

健
総

合
セ

ン
タ

ー
健

診
受

診
者

男
女

　
非

喫
煙

40
歳

,5
0

歳
,6

0歳
92

60
名

横
断

研
究

歯
周

病
有

無
（

C
PI

３
以

上
）

各
年

齢
に

お
け

る
歯

周
病

群
の

非
歯

周
病

群
に

対
す

る
以

下
の

変
数

１
単

位
増

当
た

り
の

相
対

リ
ス

ク
 [O

R
(9

5%
 C

I)]
 　

m
BP

(m
m

H
g)

FP
G

(m
m

ol
/L

) L
D

L(
m

m
ol

/L
)

TG
(m

m
ol

/L
) H

D
Lc

(m
m

ol
/L

)

　
　

　
   

   
   

  5
0歳

   
   

   
   

   
   

   
  6

0歳
m

BP
 1

.0
09

（
1.

00
1-

1.
01

6）
 1

.0
10

(1
.0

04
-1

.0
16

)
FP

G
 1

.0
08

（
1.

00
2-

1.
01

5）
 1

.0
05

(1
.0

02
-1

.0
08

)
LD

L 
0.

99
6（

0.
99

3-
0.

99
9）

 0
.9

99
(0

.9
97

-1
.0

01
)

TG
  0

.9
99

（
0.

99
8-

1.
00

1）
 1

.0
10

(0
.9

99
-1

.0
02

)
H

D
Lc

 0
.9

97
（

0.
99

3-
1.

00
0）

 0
.9

97
(0

.9
93

-1
.0

01
)

（
次

ペ
ー

ジ
に

続
く

）

肥
満

表
6.

 （
前

ペ
ー

ジ
か

ら
つ

づ
く

）
日

本
人

成
人

（
20

歳
以

上
）

を
対

象
に

行
わ

れ
た

歯
周

病
と

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

関
連

疾
患

と
の

関
係

に
つ

い
て

研
究

デ
ザ

イ
ン

対
象

者

M
et

s所
見

(標
準

的
な

健
診

・
保

健
指

導
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
準

じ
る

)

血
圧

変
化

量
(Δ

m
m

H
g,

 平
均

値
±標

準
偏

差
)

SB
P 

歯
周

病
有

: 2
±1

2,
 歯

周
病

無
: -

1±
11

, N
S

D
BP

 歯
周

病
有

: 6
±8

,  
 歯

周
病

無
:  

 1
±9

,  
 p

<0
.0

5

G
C

F中
炎

症
性

物
質

（
cu

t p
oi

nt
) L

f(6
70

ng
)

H
b(

13
0n

g)
Ig

A(
87

0n
g)

M
et

s及
び

関
連

指
標

の
「

所
見

有
」

に
対

す
る

各
種

G
C

F検
査

陽
性

の
相

対
リ

ス
ク

 [O
R

 (9
5%

 C
I)]

腹
囲

: L
f 3

.4
 (1

.6
, 7

.0
)

高
血

糖
: H

b 
2.

2 
(1

.0
, 4

.7
) ,

Ig
A 

2.
0 

(1
.1

, 3
.5

)
M

et
s:

 L
f 2

.6
 (1

.3
, 5

.3
), 

Ig
A 

2.
0 

(1
.2

 ,3
.5

)

正
常

体
重

群
に

対
す

る
過

体
重

群
の

歯
周

病
（

C
PI

３
以

上
）

相
対

リ
ス

ク
 [O

R
 (9

5%
 C

I)]
20

歳
代

, 歯
周

病
無

　
30

歳
代

, 1
.7

2 
(0

.5
2-

5.
74

)
40

歳
代

, 1
.9

4 
(1

.0
7-

3.
52

), 
50

歳
代

, 1
.1

8 
(0

.5
8-

2.
39

)

奈
良

県
北

部
電

気
・

ガ
ス

・
石

油
・

電
化

製
品

製
造

職
場

勤
労

者
の

う
ち

、
非

肥
満

者
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N
o.

著
者

(年
)

歯
科

変
数

ア
ウ

ト
カ

ム
主

な
結

果
特

性
性

別
年

齢
人

数
57

山
本

ら
(2

00
4)

男
61

.8
±1

0.
6

歳
60

名
横

断
研

究

女
59

.3
±9

.9
歳

88
名

58
高

田
ら

(2
00

4)
電

気
機

器
製

造
業

勤
務

者
男

女
23

-4
0歳

24
2名

AS
T(

IU
/L

) 男
性

(不
応

群
）

26
±1

3(
反

応
群

）
22

±7
,p

値
<0

.0
5

　
　

　
　

  女
性

(不
応

群
)1

7±
5,

 (反
応

群
）

18
±6

,N
.S

.
AL

T(
IU

/L
) 男

性
(不

応
群

)3
7±

25
,(反

応
群

)2
9±

21
,ｐ

値
<0

.0
1

　
　

　
　

  女
性

(不
応

群
)1

3±
7,

(反
応

群
)1

6±
12

,Ｎ
.S

.

平
均

歯
周

ポ
ケ

ッ
ト

の
深

さ
（

PD
, m

m
）

、
プ

ロ
ー

ビ
ン

グ
時

の
出

血
部

位
の

割
合

（
BO

P,
 %

）

岡
山

大
学

病
院

予
防

歯
科

受
診

者

表
6.

 （
前

ペ
ー

ジ
か

ら
つ

づ
く

）
日

本
人

成
人

（
20

歳
以

上
）

を
対

象
に

行
わ

れ
た

歯
周

病
と

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

関
連

疾
患

と
の

関
係

に
つ

い
て

研
究

デ
ザ

イ
ン

対
象

者

C
PI

, c
om

m
m

un
ity

 p
er

io
do

nt
al

 in
de

x;
 G

C
F,

 g
in

gi
va

l c
re

vi
cu

la
r f

lu
id

; M
et

s,
 m

et
ab

ol
ic

 s
yn

dr
om

e;
 F

BS
, f

as
tin

g 
bl

oo
d 

su
ga

r; 
SB

P,
 s

ys
to

lic
 b

lo
od

 p
re

ss
ur

e;
 D

BP
, d

ia
st

ol
ic

 b
lo

od
 p

re
ss

ur
e;

 B
M

I, 
bo

dy
 m

as
s 

in
de

x;
 O

R
, o

dd
s

ra
tio

; 9
5%

 C
I, 

95
%

 c
on

fid
en

ce
 in

te
rv

al
; J

PH
C

, J
ap

an
 p

ub
lic

 h
ea

lth
 c

en
te

r-b
as

ed
 p

ro
sp

ec
tiv

e 
st

ud
y;

 C
H

D
, c

or
on

ar
y 

he
ar

t d
is

ea
se

s;
 R

R
, r

el
at

iv
e 

ris
k;

 H
bA

1c
, h

em
og

lo
bi

n 
A1

c;
 N

S,
 n

ot
 s

ig
ni

fic
an

t; 
Lf

, l
ac

to
fe

rin
; H

b,
he

m
og

lo
bi

n;
 Ig

A,
 im

m
un

og
lo

br
in

 A
; m

BP
, m

ea
n 

bl
oo

d 
pr

es
su

re
; F

PG
, f

as
tin

g 
pl

as
m

a 
gl

uc
os

e;
 L

D
L,

 s
er

um
 lo

w
-d

en
si

ty
 li

po
pr

ot
ei

n 
ch

ol
es

te
ro

l c
on

ce
nt

ra
tio

n;
 T

G
, s

er
um

 tr
ig

yi
ce

lid
e 

co
nc

en
tra

tio
n;

 H
D

Lc
, s

er
um

 h
ig

h-
de

ns
ity

 li
po

pr
ot

ei
n 

ch
ol

es
te

ro
l c

on
ce

nt
ra

tio
n;

 A
ST

, a
sp

ar
ta

te
 tr

an
sa

m
in

as
e;

 A
LT

, a
la

ni
ne

 tr
an

sa
m

in
as

e.

ピ
ア

ソ
ン

の
相

関
係

数
,p

  P
D

   
BO

P
男

,体
重

  0
.2

27
,N

S 
   

   
  0

.2
74

,p
<0

.0
5

男
,B

M
I  

0.
28

8,
p<

0.
05

   
0.

23
9,

N
S

女
,体

重
 0

.0
84

,N
S 

   
   

  0
.2

37
,p

<0
.0

5
女

,B
M

I  
0.

05
2,

N
S 

   
   

  0
.2

67
,p

<0
.0

5

体
重

 (k
g)

、
BM

I(k
g/

m
²)

プ
ロ

ー
ブ

に
よ

る
6分

割
法

C
PI

最
大

値
１

以
上

低
下

及
び

0-
2で

不
変

で
あ

っ
た

者
「

反
応

群
」

１
以

上
の

増
加

及
び

３
以

上
で

不
変

「
不

応
群

」
と

し
比

較
し

た

介
入

研
究

　
　

(介
入

期
間

1年
間

)
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N
o.

著
者

（
年

）
歯

科
変

数
ア

ウ
ト

カ
ム

主
な

結
果

特
性

性
別

年
齢

人
数

42
三

谷
ら

(2
01

2)
豊

橋
ハ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

に
て

一
般

健
診

と
歯

科
健

診
を

受
診

し
た

も
の

男
女

67
.7

±1
3.

6歳
54

9名
横

断
研

究
残

存
歯

数
心

臓
血

管
疾

患
残

存
歯

数
（

本
, 平

均
値

±標
準

偏
差

）
C

H
D

(男
性

): 
22

.7
±8

.0
,

非
C

H
D

(男
性

): 
24

.8
±6

.1
, N

.S
.

C
H

D
(女

性
): 

22
.2

±6
.7

,
非

C
H

D
(女

性
): 

24
.4

±6
.4

, p
<0

.0
1

59
溝

口
ら

(2
01

1)
男

女
18

-5
9歳

横
断

研
究

欠
損

歯
数

健
診

時
の

BM
I

欠
損

歯
数

（
本

, 平
均

値
±標

準
偏

差
）

BM
I3

0以
上

: 7
.8

±3
.1

,
BM

I 2
5未

満
: 4

.1
±0

.7
,

25
-3

0未
満

: 2
.5

±0
.7

, 　
　

　
　

p<
0.

01
37

Se
nb

a 
et

 a
l. 

(2
00

8)
大

規
模

保
険

会
社

従
業

員
男

女
ー

34
92

1
名

横
断

研
究

損
失

歯
数

C
H

D
(申

告
):

(男
性

)n
=6

4,
(女

性
）

n=
86

「
損

失
歯

数
５

本
以

上
」

群
の

C
H

D
罹

患
の

相
対

リ
ス

ク
 [O

R
 (9

5%
 C

I)]
男

性
 1

.5
4 

(0
.9

0,
 2

.6
2)

, 女
性

 1
.6

8 
(1

.0
8,

 2
.6

1)
50

Fu
ku

ka
w

a 
et

 a
l. 

 (2
00

7)
愛

知
医

科
大

病
院

及
び

フ
シ

ミ
ク

リ
ニ

ッ
ク

に
か

か
っ

て
い

る
2型

糖
尿

病
患

者

男
女

ー
10

0名
横

断
研

究
残

存
歯

数
H

D
Lコ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

(年
齢

, 口
腔

衛
生

ス
コ

ア
ー

, H
bA

1c
調

整
）

残
存

歯
数

と
H

D
Lコ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

の
ス

ペ
ア

マ
ン

相
関

係
数

r＝
0.

20
2、

p=
0.

04
8

60
山

本
ら

(2
00

7)
岡

山
大

学
病

院
予

防
歯

科
に

8-
10

年
継

続
的

に
受

診
し

た
全

患
者

男
女

ー
10

6名
後

ろ
向

き
コ

ホ
ー

ト
(追

跡
期

間
8-

10
年

)
歯

の
損

失
経

験
高

血
圧

症
罹

患
(申

告
)

期
間

中
に

新
た

に
高

血
圧

に
罹

患
し

た
者

で
は

、
歯

の
損

失
経

験
者

2人
、

非
損

失
経

験
者

12
人

で
あ

り
、

高
血

圧
を

罹
患

し
な

か
っ

た
者

に
比

べ
て

、
損

失
経

験
が

高
か

っ
た

（
p=

0.
00

3）
。

61
田

口
ら

 (2
00

7)
閉

経
後

日
本

人
女

性
女

32
-8

4歳
45

0名
横

断
研

究
残

存
歯

数
BM

I
総

現
在

歯
数

(本
, 平

均
値

±標
準

偏
差

)
BM

I標
準

: 2
2.

8±
0.

4,
肥

満
: 2

0.
4±

0.
8,

や
せ

: 2
0.

4±
1.

0,
p=

0.
00

4
57

山
本

ら
 (2

00
4)

岡
山

大
学

病
院

予
防

歯
科

受
診

者
男

61
.8

±1
0.

6歳
60

名
横

断
研

究

女
59

.3
±9

.9
歳

88
名

ピ
ア

ソ
ン

の
相

関
係

数
,p

男
, 体

重
  0

.0
21

, N
S 

 B
M

I -
0.

12
6,

 N
S

女
, 体

重
  0

.0
84

, N
S 

 B
M

I  
0.

05
2,

 N
S

C
H

D
, c

or
on

ar
y 

he
ar

t d
is

ea
se

s;
 B

M
I, 

bo
dy

 m
as

s 
in

de
x;

 H
D

L,
 s

er
um

 h
ig

h-
de

ns
ity

 li
po

pu
ro

te
in

; H
bA

1c
, h

em
og

lo
bi

n 
A1

c;
 N

S,
 n

ot
 s

ig
ni

fic
an

t.

対
象

者
研

究
デ

ザ
イ

ン
表

７
. 日

本
人

成
人

（
20

歳
以

上
）

を
対

象
に

行
わ

れ
た

歯
数

と
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
関

連
疾

患
と

の
関

係
に

つ
い

て

知
的

障
害

者
通

所
施

設
利

用
者

で
健

診
で

要
治

療
で

な
く

症
候

性
疾

患
を

伴
っ

て
い

な
い

も
の

現
在

歯
数

（
本

）
体

重
 (k

g)
、

BM
I(k

g/
m

²)



－ 29 －

N
o.

著
者

題
目

雑
誌

名
年

巻
ペ

ー
ジ

1
Ta

na
ka

 K
, M

iy
ak

e 
Y,

 O
ku

bo
 H

, H
an

io
ka

 T
, S

as
ak

i S
,

M
iy

at
ak

e 
N

, A
ra

ka
w

a 
M

.
C

al
ci

um
 in

ta
ke

 is
 a

ss
oc

ia
te

d 
w

ith
 d

ec
re

as
ed

 p
re

va
le

nc
e 

of
pe

rio
do

nt
al

 d
is

ea
se

 in
 y

ou
ng

 J
ap

an
es

e 
w

om
en

.
N

ut
r J

20
14

13
10

9

2
Iw

as
ak

i M
, T

ay
lo

r G
W

, M
an

z 
M

C
, Y

os
hi

ha
ra

 A
, S

at
o 

M
,

M
ur

am
at

su
 K

, W
at

an
ab

e 
R

, M
iy

az
ak

i H
.

O
ra

l h
ea

lth
 s

ta
tu

s:
 re

la
tio

ns
hi

p 
to

 n
ut

rie
nt

 a
nd

 fo
od

 in
ta

ke
 a

m
on

g
80

-y
ea

r-o
ld

 J
ap

an
es

e 
ad

ul
ts

.
C

om
m

un
ity

 D
en

t
O

ra
l E

pi
de

m
io

l
20

14
42

44
1-

50

3
Ko

nd
o 

K,
 Is

hi
ka

do
 A

, M
or

in
o 

K,
 N

is
hi

o 
Y,

 U
gi

 S
, K

aj
iw

ar
a

S,
 K

ur
ih

ar
a 

M
, I

w
ak

aw
a 

H
, N

ak
ao

 K
, U

es
ak

i S
, S

hi
ge

ta
 Y

,
Im

an
ak

a 
H

, Y
os

hi
za

ki
 T

, S
ek

in
e 

O
, M

ak
in

o 
T,

 M
ae

ga
w

a
H

, K
in

g 
G

L,
 K

as
hi

w
ag

i A
.

A 
hi

gh
-fi

be
r, 

lo
w

-fa
t d

ie
t i

m
pr

ov
es

 p
er

io
do

nt
al

 d
is

ea
se

 m
ar

ke
rs

 in
hi

gh
-ri

sk
 s

ub
je

ct
s:

 a
 p

ilo
t s

tu
dy

.
N

ut
r R

es
20

14
34

49
1-

8

4
In

om
at

a 
C

, I
ke

be
 K

, K
ag

aw
a 

R
, O

ku
bo

 H
, S

as
ak

i S
,

O
ka

da
 T

, T
ak

es
hi

ta
 H

, T
ad

a 
S,

 M
at

su
da

 K
, K

ur
us

hi
m

a 
Y,

Ki
ta

m
ur

a 
M

, M
ur

ak
am

i S
, G

on
do

 Y
, K

am
id

e 
K,

 M
as

ui
 Y

,
Ta

ka
ha

sh
i R

, A
ra

i Y
, M

ae
da

 Y
.

Si
gn

ifi
ca

nc
e 

of
 o

cc
lu

sa
l f

or
ce

 fo
r d

ie
ta

ry
 fi

br
e 

an
d 

vi
ta

m
in

 in
ta

ke
s 

in
in

de
pe

nd
en

tly
 li

vi
ng

 7
0-

ye
ar

-o
ld

 J
ap

an
es

e:
 fr

om
 S

O
N

IC
 S

tu
dy

.
J 

D
en

t
20

14
42

55
6-

64

5
濱

嵜
朋

子
、

酒
井

理
恵

、
出

分
菜

々
衣

、
山

田
志

麻
、

二
摩

結
子

、
巴

　
美

樹
、

安
細

敏
弘

.
通

所
利

用
在

宅
高

齢
者

の
栄

養
状

態
と

口
腔

内
因

子
の

関
連

に
関

す
る

研
究

.
栄

養
学

雑
誌

20
14

72
15

6-
65

6
Ki

m
ur

a 
Y,

 O
ga

w
a 

H
, Y

os
hi

ha
ra

 A
, Y

am
ag

a 
T,

 T
ak

ig
uc

hi
 T

,
W

ad
a 

T,
 S

ak
am

ot
o 

R
, I

sh
im

ot
o 

Y,
 F

uk
ut

om
i E

, C
he

n 
W

,
Fu

jis
aw

a 
M

, O
ku

m
iy

a 
K,

 O
ts

uk
a 

K,
 M

iy
az

ak
i H

,
M

at
su

ba
ya

sh
i K

.

Ev
al

ua
tio

n 
of

 c
he

w
in

g 
ab

ilit
y 

an
d 

its
 re

la
tio

ns
hi

p 
w

ith
 a

ct
iv

iti
es

 o
f

da
ily

 li
vi

ng
, d

ep
re

ss
io

n,
 c

og
ni

tiv
e 

st
at

us
 a

nd
 fo

od
 in

ta
ke

 in
 th

e
co

m
m

un
ity

-d
w

el
lin

g 
el

de
rly

.

G
er

ia
tr 

G
er

on
to

l
In

t
20

13
13

71
8-

25

7
Iw

as
ak

i M
, M

oy
ni

ha
n 

P,
 M

an
z 

M
C

, T
ay

lo
r G

W
, Y

os
hi

ha
ra

A,
 M

ur
am

at
su

 K
, W

at
an

ab
e 

R
, M

iy
az

ak
i H

.
D

ie
ta

ry
 a

nt
io

xi
da

nt
s 

an
d 

pe
rio

do
nt

al
 d

is
ea

se
 in

 c
om

m
un

ity
-b

as
ed

ol
de

r J
ap

an
es

e:
 a

 2
-y

ea
r f

ol
lo

w
-u

p 
st

ud
y.

Pu
bl

ic
 H

ea
lth

N
ut

r
20

13
16

33
0-

8

8
竹

村
佳

代
子

, 吉
牟

田
陽

子
, 小

野
高

裕
, 小

久
保

喜
弘

, 來
田

百
代

,
高

阪
貴

之
, 安

井
栄

, 野
首

孝
祠

, 前
田

芳
信

咀
嚼

能
力

関
連

因
子

と
食

行
動

と
の

関
係

：
吹

田
研

究
日

本
咀

嚼
学

会
雑

誌
20

13
23

81
-8

9

9
Ka

ga
w

a 
R

, I
ke

be
 K

, I
no

m
at

a 
C

, O
ka

da
 T

, T
ak

es
hi

ta
 H

,
Ku

ru
sh

im
a 

Y,
 K

ib
i M

, M
ae

da
 Y

.
Ef

fe
ct

 o
f d

en
ta

l s
ta

tu
s 

an
d 

m
as

tic
at

or
y 

ab
ilit

y 
on

 d
ec

re
as

ed
fre

qu
en

cy
 o

f f
ru

it 
an

d 
ve

ge
ta

bl
e 

in
ta

ke
 in

 e
ld

er
ly

 J
ap

an
es

e 
su

bj
ec

ts
.

In
t J

 P
ro

st
ho

do
nt

20
12

25
36

8-
75

10
Iw

as
ak

i M
, T

ay
lo

r G
W

, M
oy

ni
ha

n 
P,

 Y
os

hi
ha

ra
 A

,
M

ur
am

at
su

 K
, W

at
an

ab
e 

R
, M

iy
az

ak
i H

.
D

ie
ta

ry
 ra

tio
 o

f n
-6

 to
 n

-3
 p

ol
yu

ns
at

ur
at

ed
 fa

tty
 a

ci
ds

 a
nd

pe
rio

do
nt

al
 d

is
ea

se
 in

 c
om

m
un

ity
-b

as
ed

 o
ld

er
 J

ap
an

es
e:

 a
 3

-y
ea

r
fo

llo
w

-u
p 

st
ud

y.

Pr
os

ta
gl

an
di

ns
Le

uk
ot

 E
ss

en
t

Fa
tty

 A
ci

ds

20
11

85
10

7-
12

11
Iw

as
ak

i M
, M

an
z 

M
C

, M
oy

ni
ha

n 
P,

 Y
os

hi
ha

ra
 A

,
M

ur
am

at
su

 K
, W

at
an

ab
e 

R
, M

iy
az

ak
i H

.
R

el
at

io
ns

hi
p 

be
tw

ee
n 

sa
tu

ra
te

d 
fa

tty
 a

ci
ds

 a
nd

 p
er

io
do

nt
al

 d
is

ea
se

.
J 

D
en

t R
es

20
11

91
86

1-
7

（
次

ペ
ー

ジ
に

続
く

）

付
表

.　
レ

ビ
ュ

ー
に

使
用

し
た

文
献
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N
o.

著
者

題
目

雑
誌

名
年

巻
ペ

ー
ジ

12
Yo

sh
id

a 
M

, K
ik

ut
an

i T
, Y

os
hi

ka
w

a 
M

, T
su

ga
 K

, K
im

ur
a 

M
,

Ak
ag

aw
a 

Y.
C

or
re

la
tio

n 
be

tw
ee

n 
de

nt
al

 a
nd

 n
ut

rit
io

na
l s

ta
tu

s 
in

 c
om

m
un

ity
-

dw
el

lin
g 

el
de

rly
 J

ap
an

es
e.

G
er

ia
tr 

G
er

on
to

l
In

t
20

11
11

31
5-

9

13
Ko

ya
m

a 
Y,

 K
ur

iy
am

a 
S,

 A
id

a 
J,

 S
on

e 
T,

 N
ak

ay
a 

N
,

O
hm

or
i-M

at
su

da
 K

, H
oz

aw
a 

A,
 T

su
ji 

I.
As

so
ci

at
io

n 
be

tw
ee

n 
gr

ee
n 

te
a 

co
ns

um
pt

io
n 

an
d 

to
ot

h 
lo

ss
: c

ro
ss

-
se

ct
io

na
l r

es
ul

ts
 fr

om
 th

e 
O

hs
ak

i C
oh

or
t 2

00
6 

St
ud

y.
Pr

ev
 M

ed
20

10
50

17
3-

9

14
 Iw

as
ak

i M
, Y

os
hi

ha
ra

 A
, M

oy
ni

ha
n 

P,
 W

at
an

ab
e 

R
, T

ay
lo

r
G

W
, M

iy
az

ak
i H

.
Lo

ng
itu

di
na

l r
el

at
io

ns
hi

p 
be

tw
ee

n 
di

et
ar

y 
ω

-3
 fa

tty
 a

ci
ds

 a
nd

pe
rio

do
nt

al
 d

is
ea

se
.

N
ut

rit
io

n
20

10
26

11
05

-9

15
Es

ak
i M

, M
or

ita
 M

, A
kh

te
r R

, A
ki

no
 K

, H
on

da
 O

.
R

el
at

io
ns

hi
p 

be
tw

ee
n 

fo
lic

 a
ci

d 
in

ta
ke

 a
nd

 g
in

gi
va

l h
ea

lth
 in

 n
on

-
sm

ok
in

g 
ad

ul
ts

 in
 J

ap
an

.
O

ra
l D

is
.

20
10

16
96

-1
01

.

16
W

ak
ai

 K
, N

ai
to

 M
, N

ai
to

 T
, K

oj
im

a 
M

, N
ak

ag
ak

i H
, 

U
m

em
ur

a 
O

, Y
ok

ot
a 

M
, H

an
ad

a 
N

, K
aw

am
ur

a 
T.

To
ot

h 
lo

ss
 a

nd
 in

ta
ke

s 
of

 n
ut

rie
nt

s 
an

d 
fo

od
s:

 a
 n

at
io

nw
id

e 
su

rv
ey

of
 J

ap
an

es
ed

en
tis

ts
.

C
om

m
un

ity
 D

en
t

O
ra

l E
pi

de
m

io
l

20
10

38
Se

p-
43

17
岩

崎
正

則
、

葭
原

明
弘

、
村

松
芳

多
子

、
渡

邊
令

子
、

宮
崎

秀
夫

.
高

齢
者

に
お

け
る

咀
嚼

回
数

と
食

品
群

別
摂

取
量

お
よ

び
栄

養
素

等
摂

取
量

と
の

関
連

.
口

腔
衛

生
学

会
雑

誌
20

10
60

12
8-

38

18
Yo

sh
ih

ar
a 

A,
 W

at
an

ab
e 

R
, H

an
ad

a 
N

, M
iy

az
ak

i H
.

A 
lo

ng
itu

di
na

l s
tu

dy
 o

f t
he

 re
la

tio
ns

hi
p 

be
tw

ee
n 

di
et

 in
ta

ke
 a

nd
de

nt
al

 c
ar

ie
s 

an
d 

pe
rio

do
nt

al
 d

is
ea

se
 in

 e
ld

er
ly

 J
ap

an
es

e 
su

bj
ec

ts
.

G
er

od
on

to
lo

gy
20

09
26

13
0-

6

19
Ku

sh
iy

am
a 

M
, S

hi
m

az
ak

i Y
, M

ur
ak

am
i M

, Y
am

as
hi

ta
 Y

.
R

el
at

io
ns

hi
p 

be
tw

ee
n 

in
ta

ke
 o

f g
re

en
 te

a 
an

d 
pe

rio
do

nt
al

 d
is

ea
se

.
J 

Pe
rio

do
nt

ol
20

09
80

37
2-

7
20

Ta
na

ka
 K

, M
iy

ak
e 

Y,
 S

as
ak

i S
, O

hy
a 

Y,
 M

at
su

na
ga

 I,
Yo

sh
id

a 
T,

 H
iro

ta
 Y

, H
aj

im
e 

O
; O

sa
ka

 M
at

er
al

 a
nd

 C
hi

ld
H

ea
lth

 S
tu

dy
 G

ro
up

.

Be
ve

ra
ge

 c
on

su
m

pt
io

n 
an

d 
th

e 
pr

ev
al

en
ce

 o
f t

oo
th

 lo
ss

 in
 p

re
gn

an
t

Ja
pa

ne
se

 w
om

en
: t

he
 O

sa
ka

 M
at

er
na

l a
nd

 C
hi

ld
 H

ea
lth

 S
tu

dy
.

Fu
ku

ok
a 

Ig
ak

u
Za

ss
hi

20
08

99
Se

p-
80

21
Sh

im
az

ak
i Y

, S
hi

ro
ta

 T
, U

ch
id

a 
K,

 Y
on

em
ot

o 
K,

 K
iy

oh
ar

a
Y,

 Ii
da

 M
, S

ai
to

 T
, Y

am
as

hi
ta

 Y
.

In
ta

ke
 o

f d
ai

ry
 p

ro
du

ct
s 

an
d 

pe
rio

do
nt

al
 d

is
ea

se
: t

he
 H

is
ay

am
a

St
ud

y.
J 

Pe
rio

do
nt

ol
20

08
79

13
1-

7

22
Ta

na
ka

 K
, M

iy
ak

e 
Y,

 S
as

ak
i S

, O
hy

a 
Y,

 M
at

su
na

ga
 I,

Yo
sh

id
a 

T,
 H

iro
ta

 Y
, O

da
 H

.
R

el
at

io
ns

hi
p 

be
tw

ee
n 

in
ta

ke
 o

f v
eg

et
ab

le
s,

 fr
ui

t, 
an

d 
gr

ai
ns

 a
nd

 th
e

pr
ev

al
en

ce
 o

f t
oo

th
 lo

ss
 in

 J
ap

an
es

e 
w

om
en

.
J 

N
ut

r S
ci

Vi
ta

m
in

ol
20

07
53

52
2-

8

23
H

an
io

ka
 T

, O
jim

a 
M

, T
an

ak
a 

K,
 A

oy
am

a 
H

.
As

so
ci

at
io

n 
of

 to
ta

l t
oo

th
 lo

ss
 w

ith
 s

m
ok

in
g,

 d
rin

ki
ng

 a
lc

oh
ol

 a
nd

nu
tri

tio
n 

in
 e

ld
er

ly
 J

ap
an

es
e:

 a
na

ly
si

s 
of

 n
at

io
na

l d
at

ab
as

e.
G

er
od

on
to

lo
gy

20
07

24
87

-9
2

24
Ta

na
ka

 K
, M

iy
ak

e 
Y,

 S
as

ak
i S

, O
hy

a 
Y,

 M
iy

am
ot

o 
S,

M
at

su
na

ga
 I,

 Y
os

hi
da

 T
, H

iro
ta

 Y
, O

da
 H

; O
sa

ka
 M

at
er

na
l

an
d 

C
hi

ld
 H

ea
lth

 S
tu

dy
 G

ro
up

.

M
ag

ne
si

um
 in

ta
ke

 is
 in

ve
rs

el
y 

as
so

ci
at

ed
 w

ith
 th

e 
pr

ev
al

en
ce

 o
f

to
ot

h 
lo

ss
 in

 J
ap

an
es

e 
pr

eg
na

nt
 w

om
en

: t
he

 O
sa

ka
 M

at
er

na
l a

nd
C

hi
ld

 H
ea

lth
 S

tu
dy

.

M
ag

ne
s 

R
es

20
06

19
26

8-
72

25
M

or
ita

 I,
 N

ak
ag

ak
i H

, T
oy

am
a 

A,
 H

ay
as

hi
 M

, S
hi

m
oz

at
o

M
, W

at
an

ab
e 

T,
 T

oh
m

at
su

 S
, I

go
 J

, S
he

ih
am

 A
.

Be
ha

vi
or

al
 fa

ct
or

s 
to

 in
cl

ud
e 

in
 g

ui
de

lin
es

 fo
r l

ife
lo

ng
 o

ra
l

he
al

th
in

es
s:

 a
n 

ob
se

rv
at

io
na

l s
tu

dy
 in

 J
ap

an
es

e 
ad

ul
ts

.
BM

C
 O

ra
l H

ea
lth

20
06

6
15

26
Yo

sh
ih

ar
a 

A,
 W

at
an

ab
e 

R
, N

is
hi

m
ut

a 
M

, H
an

ad
a 

N
,

M
iy

az
ak

i H
.

Th
e 

re
la

tio
ns

hi
p 

be
tw

ee
n 

di
et

ar
y 

in
ta

ke
 a

nd
 th

e 
nu

m
be

r o
f t

ee
th

 in
el

de
rly

 J
ap

an
es

e 
su

bj
ec

ts
.

G
er

od
on

to
lo

gy
20

05
22

21
1-

8

27
神

森
秀

樹
，

葭
原

明
弘

，
安

藤
雄

一
，

宮
﨑

秀
夫

.
健

常
高

齢
者

に
お

け
る

咀
嚼

能
力

が
栄

養
摂

取
に

及
ぼ

す
影

響
．

口
腔

衛
生

会
誌

20
03

53
13

-2
2
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N
o.

著
者

題
目

雑
誌

名
年

巻
ペ

ー
ジ

28
Sa

ku
ra

i M
, N

ak
am

ur
a 

K,
 M

iu
ra

 K
, T

ak
am

ur
a 

T,
 Y

os
hi

ta
 K

,
N

ag
as

aw
a 

SY
, M

or
ik

aw
a 

Y,
 Is

hi
za

ki
 M

, K
id

o 
T,

 N
ar

us
e 

Y,
Su

w
az

on
o 

Y,
 S

as
ak

i S
, N

ak
ag

aw
a 

H
.

Su
ga

r-s
w

ee
te

ne
d 

be
ve

ra
ge

 a
nd

 d
ie

t s
od

a 
co

ns
um

pt
io

n 
an

d 
th

e 
7-

ye
ar

 ri
sk

 fo
r t

yp
e 

2 
di

ab
et

es
 m

el
lit

us
 in

 m
id

dl
e-

ag
ed

 J
ap

an
es

e 
m

en
.

Eu
r J

 N
ut

r
20

14
53

11
37

-8

29
上

村
真

由
, 八

谷
寛

, 玉
腰

浩
司

, 李
媛

英
, 王

超
辰

, 江
啓

発
, 大

塚
礼

, 豊
嶋

英
明

, 佐
々

木
敏

, 青
山

温
子

.
ア

メ
リ

カ
心

臓
協

会
の

食
事

・
栄

養
素

摂
取

指
標

5項
目

と
健

診
成

績
と

の
横

断
的

関
連

:日
本

人
勤

労
者

集
団

で
の

検
討

.
日

本
循

環
器

病
予

防
学

会
誌

20
14

49
1-

11

30
Es

ha
k 

ES
, I

so
 H

, M
iz

ou
e 

T,
 In

ou
e 

M
, N

od
a 

M
, T

su
ga

ne
 S

.
So

ft 
dr

in
k,

 1
00

%
 fr

ui
t j

ui
ce

, a
nd

 v
eg

et
ab

le
 ju

ic
e 

in
ta

ke
s 

an
d 

ris
k 

of
di

ab
et

es
 m

el
lit

us
.

C
lin

 N
ut

r
20

13
32

30
0-

8

31
Es

ha
k 

ES
, I

so
 H

, K
ok

ub
o 

Y,
 S

ai
to

 I,
 Y

am
ag

is
hi

 K
, I

no
ue

M
, T

su
ga

ne
 S

.
So

ft 
dr

in
k 

in
ta

ke
 in

 re
la

tio
n 

to
 in

ci
de

nt
 is

ch
em

ic
 h

ea
rt 

di
se

as
e,

st
ro

ke
, a

nd
 s

tro
ke

 s
ub

ty
pe

s 
in

 J
ap

an
es

e 
m

en
 a

nd
 w

om
en

: t
he

Ja
pa

n 
Pu

bl
ic

 H
ea

lth
 C

en
tre

-b
as

ed
 s

tu
dy

 c
oh

or
t I

.

Am
 J

 C
lin

 N
ut

r
20

12
96

13
90

-7

32
Ko

ba
ya

sh
i Y

, N
iu

 K
, G

ua
n 

L,
 M

om
m

a 
H

, G
uo

 H
, C

ui
 Y

,
N

ag
at

om
i R

.
O

ra
l h

ea
lth

 b
eh

av
io

r a
nd

 m
et

ab
ol

ic
 s

yn
dr

om
e 

an
d 

its
 c

om
po

ne
nt

s 
in

ad
ul

ts
.

J 
D

en
t R

es
20

12
91

47
9-

84

33
Fu

jit
a 

M
, U

en
o 

K,
 H

at
a 

A.
Lo

w
er

 fr
eq

ue
nc

y 
of

 d
ai

ly
 te

et
h 

br
us

hi
ng

 is
 re

la
te

d 
to

 h
ig

h 
pr

ev
al

en
ce

of
 c

ar
di

ov
as

cu
la

r r
is

k 
fa

ct
or

s.
Ex

p 
Bi

ol
 M

ed
(M

ay
w

oo
d)

20
09

23
4

38
7-

94

34
市

橋
　

透
,　

西
埜

植
　

規
秀

,　
高

田
　

康
二

,　
武

藤
　

孝
司

勤
労

者
に

お
け

る
歯

周
ポ

ケ
ッ

ト
の

有
無

と
健

康
行

動
と

の
関

連
産

業
衛

生
学

雑
誌

20
15

57
1-

8ｐ

35
晴

佐
久

 悟
，

山
本

　
未

陶
，

三
島

　
公

彦
，

鎮
守

　
信

弘
，

今
里

　
憲

弘
，

埴
岡

　
隆

，
熊

澤
　

榮
三

歯
周

病
予

防
の

た
め

の
健

康
教

育
は

生
活

習
慣

病
予

防
能

力
に

影
響

す
る

か
？

口
腔

衛
生

学
会

誌
20

14
64

38
2-

39
1

36
堤

　
千

代
健

診
デ

ー
タ

を
用

い
た

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

に
対

す
る

生
活

習
慣

行
動

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

の
作

成
　

樹
形

モ
デ

ル
の

応
用

日
本

看
護

科
学

会
誌

20
09

29
21

－
28

37
Se

nb
a 

To
sh

ih
ik

o,
 K

ob
ay

as
hi

 Y
as

uk
i, 

In
ou

e 
Ka

zu
o,

Ka
ne

to
 C

hi
e,

 In
ou

e 
M

ar
ik

o,
 T

oy
ok

aw
a 

Sa
to

sh
i,

Su
ya

m
a 

Ya
su

o,
 S

uz
uk

i T
os

hi
ko

, M
iy

an
o 

Yu
ki

e,
M

iy
os

hi
 Y

uj
i

Th
e 

As
so

ci
at

io
n 

be
tw

ee
n 

Se
lf-

re
po

rte
d 

Pe
rio

do
nt

iti
s 

an
d

C
or

on
ar

y 
H

ea
rt 

D
is

ea
se

: F
ro

m
 M

Y 
H

ea
lth

 U
p 

St
ud

y
Jo

ur
na

l o
f

O
cc

up
at

io
na

l
H

ea
lth

20
08

50
28

3－
28

7

38
和

田
 高

士
, 福

元
 耕

, 常
喜

 真
理

, 吉
澤

 祥
子

, 中
崎

 薫
, 橋

本
 博

子
, 栗

栖
 敦

子
, 浦

島
 充

佳
, 池

田
 義

雄
肥

満
者

の
生

活
状

況
　

22
の

生
活

要
因

に
よ

る
解

析
肥

満
研

究
20

04
10

28
2-

28
6

39
竹

内
 倫

子
, 山

本
 龍

生
, 平

井
 文

, 森
田

 学
, 小

寺
 良

成
市

町
村

に
お

け
る

歯
科

保
健

事
業

と
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
関

係
医

療
費

と
の

関
連

公
衆

衛
生

学
会

誌
20

10
57

95
9-

96
7

40
西

垣
 勝

, 山
本

 俊
郎

, 宮
谷

 史
太

郎
, 渡

邉
 功

, 松
井

 大
輔

,
栗

山
 長

門
, 金

村
 成

智
G

C
Fバ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

検
査

を
用

い
た

歯
周

病
と

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

と
の

関
連

性
に

つ
い

て
の

横
断

的
研

究
口

腔
衛

生
学

会
誌

20
14

64
26

1-
26

9
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N
o.

著
者

題
目

雑
誌

名
年

巻
ペ

ー
ジ

41
U

en
o 

M
as

ay
uk

i, 
Iz

um
i Y

ui
ch

i, 
Ka

w
ag

uc
hi

 Y
ok

o,
 Ik

ed
a 

Ai
,

Is
o 

H
iro

ya
su

, I
no

ue
 M

an
am

i, 
Ts

ug
an

e 
Sh

oi
ch

iro
, t

he
JP

H
C

 S
tu

dy
 G

ro
up

Pr
ed

ia
gn

os
tic

 P
la

sm
a 

An
tib

od
y 

Le
ve

ls
 to

 P
er

io
do

nt
op

at
hi

c 
Ba

ct
er

ia
an

d 
R

is
k 

of
 C

or
on

ar
y 

H
ea

rt 
D

is
ea

se
In

te
rn

at
io

na
l

H
ea

rt 
Jo

ur
na

l
20

12
53

20
9-

21
4

42
三

谷
 章

雄
, 大

澤
 数

洋
, 森

田
 一

三
, 林

 潤
一

郎
, 伊

藤
 正

満
, 匹

田
 雅

久
, 佐

藤
 聡

太
, 川

瀬
 仁

史
, 高

橋
 伸

行
, 武

田
紘

明
, 藤

村
 岳

樹
, 福

田
 光

男
, 稲

垣
 幸

司
, 石

原
 裕

一
, 黒

須
 康
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